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イチ

　

ニセンジュウサンネンはる さくもつのサイバイをはじめた。わたしがちいさなころにさ

いていたタンポポがきになっていたからでもある。また、おやじが カテイサイエンをて

にかけていたからでもある。

タンポポの くきのブブンから うえがなぜかなかったり。あとになって、ショクリョウに

リヨウされているのだろうとおもった。まぁ、ちいさなピーマンのようだ。だからとい

うか、いや、むかしからはえていたので きになった。で、サイバイをはじめた。

そのチョクゴ、あるゲンジツと むきあうことになった。せけん というか、でうわさされ

ていたが、まぁ ジッサイにであうとだ。ノウギョウヨウのヨウグをかいにいったサイに

それにみまわれた。

そうなってほしくないのはわかる。しかし、そなえなければいけなくもある。ノウチの

ヒガイも タイオウをとおもっていたが、こいイッパツが こないかぎり そうきびしいタ

イオウはヒツヨウなさそうだと。ニネンたってそうおもう。

　

ニ

　

チュウリュウ とはよくいったりすることばだが、チリテキな イミもふくめていうことに

きづくようになった。そして、トシのナンモン というかにもきづいた。いまのトシは カ

リュウのホウに あったりする。トシではセイサン（ノウギョウ）できないから、ショウ

ヒシャということばがうまれる。

　

サン

　

ニセンジュウヨネンはるに、オンミツ（エドバクフのミッテイだ）のシッパイがあった

カノウセイをみつけた。オンミツは カクショでカツドウしていたとおもわれるが、まぁ、

エドバクフが ひとつのケンエキをおとしたと。それはやがて ナンポウへの シンシュツ

にもつながる。

わたしがいう、センシンコクビョウ（センシンコクのジャクテン）にも　カンレンする

が、まぁ、ダイエイテイコクにもっていかれたんだろう。だから、エドバクフのジダイ

には、ニホンジンのナンポウシンシュツはケッテイテキだったといえる。そういうシッ
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パイがうかがわれた。

　

ヨン

　

シッパイに こだわるとしたら、サイドチョウセンするんだろう。キュウジュウネンダイ

に そうしたシッパイをカイフクするようにしていたとおもうが、ケイザイコウゾウにな

がされやすかったのだろう。セキユのホウに いってしまった。たしかにジュウヨウなシ

ゲンであるが。

やりなおすのは むずかしい。だから、くみかえさくもつや シンカロンをシジしなくては

ならないかもしれない。「ヘイワ」がおわれば。

このジュウネンで くみかえは すすんだのだろう。ジュンスイなシュを　まもるのは む

ずかしくなっているのでは。

　

ゴ

　

ジハンキは、このサンジュウネンでかなりふえたが、なつにつめたいのみもの、ふゆに

あたたかいのみものしかうってなかったりする。ふゆでも、アイスコーヒーをそういう

ことでない。ジョウオンのものが なかったり　ということだ。

ショウテンに たまにあるが コウバイのむずかしさをかんがえると、「あなたは あたたか

いコーヒーをのむべきだ」とケツロンされるかも。そのくらい「ジョウオン」の のみも

のをコウバイするのはむずかしい。

しょうがなく、あたたかいのみものと つめたいのみものをまぜて いいオンドにさせたり

することになる。ま、ゼイタクといえばゼイタクだが、ネンリョウのムダづかい という

きがする。

なぜ、ジョウオンではいけないのかと。ま、あったかくて、うれしいときもあるのだが。

たぶん、「センシンコク」として、ゆめのようなサービスをしなければならないのだろう。

ま、テキリョウずつ まぜあわせれば、テキオンののみものができる。バイリョウコウ

ニュウすることになるが。そうか、ショウバイだ。

　

ロク

　

はながさくジキさかないジキがある。イッコシュルイのことをいっているのだが。でも、

ま、はなの ツゴウなんだろう。さくジキがまちまちだったりする。ま、かんがえてみれ

ば、いまはふゆだといっても、みなみハンキュウのホウでは　なつだったり。ダイタン

にいえば、どこかははるで、どこかは ふゆだから、あのはなは はるにさくといってもゴ

サがでるんだろう。

キョネン にわでさいたはなもよかったが、ことしのもよかった。とりもよい。ナナネン
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まえは、むくどりのすをみてたり。そういえば キョネンのはる、むくどり きていたか

な。アンガイキョネンのはるは はとをよくみた。シゼンが おしえてくれるっていうのが

あるかな。ノウサギョウをやるようになってから そうおもう。

　

シチ

　

わたしもそういうところがあるが、どこかしらに「あし」のモンダイがあるようだ。ジ

ドウシャのことを「あし」とよんだり。トクにサッコンは　ジドウシャシャカイ。その

キドウテキな「あし」がないとこまったり。みのまわりをみても「あし」があったりす

る。いす、タク。ヨウフウならねどこ と。よつあしは ヒョウジュンテキだが、たまにす

ごいのが、でもみたことないのでやめておく。

ま、セイヨウブンカというか やすっぽいまねされただと、よつあしのうえにねるだろう。

ま、うしとか、うまとかのうえにねる「え」だ。それだけシハイというものがカクリツさ

れている、されようとしている、されていた。セイショのキジュツにあった。ただ、い

くらブンカテキなジユウドが あったとしても、その「え」のようにセイカツできるのか

と、とうてしまう。

いぬを かったことがあるが、それなりにアイジョウをもつし、そういう「ロウエキ」を

よつあしにかけられるかと。ほかのドウブツでかんがえなくていい、ニンゲンでも、だ

れかが よつばいになっているうえでやすめるかと。ただ、その「え」を タッセイする

ような セイヒンはなにもいわないだろうと。それはそれとしても、そういうタッセイを

（あなたやわたしのタッセイではない。タブン。）あじわえるのだが、イワカンなくリヨ

ウできるだろうか。

ま、ショミンのブンカでないと おもってしまう。

　

ハチ　

　

おととし ゆずのきが のびていたのでていれをしようとおもったら、おふくろがさきにだ

れかにきらせてしまった。ケッカ とげができた。ばらも こうやってとげができたのかと

ナットクした。のばらにはげんに　とげがない。とげがあるのも あるかもしれないが。

その「いかり」は イチネンほどではしずまらなかった。ニネンハンほどたったが まだの

こっている。

　

キュウ

　

「き」でまけたら、やっぱりまけになる。ここでの「き」は、まけんき　などの「き」で

ある。ウンドウキョウギなどでのことだ。わたしは タッキュウでそれをかんじたが、ソ

ウゾウというのも ダイジなんだろう。かつソウテイでキョウギをする。まけキチョウ

（チョウシ）に なっても ねばってかちキチョウをとりもどすと。ニセンジュウサンネン
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にもそうおもったが、キョネンもそう。アンガイ ニンゲンカンケイもそうかもしれない。

ダブリュハイ（セカイタイカイ）がロクガツにあったが、それもおなじ。やわらかいた

まをけるのではなく、モクザイをけるとか タンレンにはいろいろある。

ジュウ

　

セッスイ（みずの セツヤク）のドリョクをキョネンのはるにしていた。カンバツの ケネ

ンがあったからだ。みずをうまくサイリヨウしたり、ベンジョにながすのを へらしたり

で、アンガイドリョクができる。やっぱり ベンジョと フロとセンタクだろうか。ベン

ジョは むかしながさなかった（スイセンではなかった）。フロもむかしはなかったから、

このふたつを セツヤクするとトウジっぽいリヨウリョウになる。

フロのみずでベンジョをながしたり、ショッキをあらったあとのみずで　ながしたりも

できる。ケッコウショッキあらいも ショウリョウですまない。ちゃんと おけをよういし

てあらうべきだろう。

ドリョクのかいあって、ノウギョウヨウにみずをまわせたし、おもわれたカンバツにも

ならなかった。フロおけイッパイのみずで イッカゲツは　ひとりブンまかなえた。ま、

ケッコウなドリョクだから、トシカしたニホンジンにはむずかしいチュウモンかもしれ

ない。

　

ジュウイチ

　

ちょっと さそいがあったらかんがえてみる。オンガクにさそわれたら、エイガにさそわ

れたら、（みるのではなくて）それをつくってみることを　かんがえる。もし、あなたが

ひまだったらだが、そういうことをやっているとタイクツしない。モチロン、すなおに

みにいってもタイクツしないだろうが、おかねがでていってしまう。おかねをへらさず

に、しかもタイクツしない。そうやってシュミはふえていくとおもう。カンセイケイに

　こだわることはない。じぶんなりにカンセイさせればいいのだ。

　

ジュウニ

　

はるには、ショクブツの はがまっかにそまる。みなみハンキュウの あきだから、などと

じぶんなりにかんがえる。おそざきの はななんかもあったりする。かんがえてみればト

ウゼンで、ニンゲンのツゴウどおりに　ショクブツがうごいているわけではない。そう

いうヘンカも いいとおもったりする。

でも、ま、みなれたのがいいとか おもうとそういうヘンカのブブンを　ていれしたり

する。ま、なかなかヘンカにタイオウっていうのは むずかしい。まだまだベンキョウ

チュウ。

ベンキョウチュウ だからたのしい。すべてをしってしまうとクツウかもしれない。ま、

そうなるのは ダイタイとしよりになってからだろうけど。
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ジュウサン

あめがきもちいい。よくカエルがなくこえをきいたもの。しかし ところによっては そう

もいかない。そういう なきごえをきけるところが へっているかもしれないが、そういう

ところを イジしてほしいとおもう。トシばっかりふえても たべもののうばいあいになる

わけだから。ダイジにしたいものだ。

　

ジュウシ

　

くにのシュショウは いろいろなところにいってはなしたりする。そこで、ワフク（きも

の）では どうかなどとおもってしまった。ただのワフクではなくて、うごけるワフク。

むかしはそういうかんじで サムエとか　かんがえたかもしれないが、そういうワフク。

ただのワフクだとロウドウシャっぽくない。だからうごけるもの。

　

ジュウゴ

　

フウセツテキな イリョウジョウホウがきらいだ。それを きいたひとは、なにかがなにか

によい、とか、なになにをたべるとなにになりやすい、とか、そのジョウホウをだれか

にいってみたり。よけいなおセワだ、とおもう。なにがなににいい、とかならまだいい

が、そのてのジョウホウは ごジブンのあたまのなかに シュウノウしたままに しておい

てくれって。

ダイタイイシャじゃないんだから、セイブツガクシャでもないだろう。もとめられたと

きだけにしてくれって。「クンシ あやうきに ちかよらず」　である。

　

ジュウロク

　

めしに ショウユをかけてショウユハン。くろずをかけて くろずハン。でもおいしいのは

リョウリののこりじるをかけたごはん。「のこりじる」というのではなさけないかもしれ

ない。「あまったたれ」といおう。だからどんぶりにするんだ。

ごはんのばあい、たれが のこったさらにごはんをうつして、たれをつけてたべるのが む

ずかしいからどんぶりになる。あげものをしたあとの　あぶら（いいものを あげたのな

らトクによし）を つかって やきめし。これもうまい。

　

ジュウシチ
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かきごおり、むかしはみどり、き、あか、とかぐらいの たれ しかなかった。そのあと、

あおとかむらさきが くわわった。でも、カテイで、シハンの たれをつかいつくれるよう

になってからは、かきごおりにかんするキョウミはうしなわれた。しかし、いまかんが

えてみれば、あるくにで　たべた、ギュウニュウとくだものをのせたものは すごいとお

もう。

　

ジュウハチ

　

おおきな ソーセージ（ベツないいかたがあるが まぁ）をたべた。ニホンジンなら、ちく

わとかを たべるのがただしいか、かまぼことか。それができなかったりするから、「アイ

デンティティ」だなんだのむずかしい　はなしをするのだとおもう。

　

ジュウク

　

うまかったとおもう ヤタイリョウリジョウイサンイは、イチイ、テンプラ（いわゆる、

テンプラでなくて、ポルトガル [だとおもう]リョウリとしての、テンプラである）。ニ

イ、ハンバーガー。そういえばこのまえみかけたが、かうのをわすれた。サンイ、ぎょ

うざ。やきとりもいいし、ステーキはあいにくたべたことがなかった。でも、やっぱり、

ヤタイがそこそこキョウソウしているから うまいんだと。そういえば、さかなのしおや

きもいい。とうもろこしを やいたものは サイキンみないような。

　

ニジュウ

　

しごとは ジブンをたすける。しごとをしないとあたらしいしごとが　あったとしてもみ

のがしてしまいかねない。しごとをしないと、タイクツになって、ショウヒシャになり

かねない。

はじめは、しごとっていったって あかじだろうし、ばあいによっては　かってやるよう

だろう。しかし、そのしごとをやっていれば、タイクツしないしそのほかにそんなにか

ねをつかわない。タンジュンないいかたをすれば、シュミがコウじてしごとになるよう

な。わたしもオンガクとかやっていて、ロクオンしたものをつくれる。ほかには、ズイ

ヒツをしたりで、こうやってほんをつくれるようになった。ほかにも エイゴとか リョウ

リとかまた、セイヒンもつくっている。

しごとをしていれば うまくなるし そうすればよりヒンシツのたかいものをつくれる。ほ

かにも あたらしいクフウをおもいついたり。なにもしなければなにもできない。わたし

は、しごとの「き」を そだててみがなる、というふうに おもっている。しごとをそだて

ると、はたさくもショシンシャだが、いろいろあっておもしろい、はながさくときれい

だし、みができればしめたもの。
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ニジュウイチ

　

かかないと ジをわすれる。わりといわれることである。かといって ムダにかいてもしょ

うがないし。なら、からかき をしよう。ジをかく すぶり である。

　

ニジュウニ

　

わたしは なにかをタッセイするとマンゾクをおぼえたりする。いったことをやる という

のはわりとよくあることだ。でも、チュウガッコウで　いった エイゴのモンクはいまだ

にタッセイしてなかったり。「アイ プレイ テニス」なんかはそのテンケイである。「アイ

プレイ ギター」はタッセイしたがたまうちのホウは、タッキュウ（テーブル テニス）は

やったりするものの、タッセイはされていない とみるべきでは。

だから そういうエイゴキョウイクを カイゼンしたホウがよいとおもう。「どうせ、うそ

だろ」じゃ しょうがないのである。いつかたまうちを　タッセイしようとおもっている。

こういうわけでニホンのエイゴキョウイクは コクサイテキに サイテイとされているよ

うだ。

　

ニジュウサン

　

まえにみずのセツヤクをしている　はなしをした（●ジュウ）。センタクもそのドリョク

のイチブである。センタクキをまわせばそれなりにきれいになるが、みずを セツヤクし

ているときのキジュンからいうと、ハツカブンとか　つかってしまう。だからてあらい。

でも、センタクに つかったみずをながさないで、サイリヨウするホウホウもあるが、テ

キトウなホゾンヨウキがなかったので センタクにつかったみずのサイリヨウはできてい

なかった。

どうせなら センザイをつかわないてもある。タンジュンなシゼンケイのセンザイならい

いが、そういうのは みつからない。そのままはたけとかに まければいいのだが。タン

ジュンな　よごれはまあまあおとせるが、カガク（ヤクヒンなど）よごれはなかなかむ

ずかしい。それを どうおとすかが コンゴのカダイである。

　

ニジュウヨン

　

サイキンのデンサンキ（モジをうったり、ブンショウをおくったり、インサツしたり、か

いものをしたりする あれである）はふたつのサギョウをドウジシンコウさせるらしい。

それがすごいのかというと、まぁ、しごとができる、はやい、ということなのだろう。
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しかし、ジュウキュウセイキの エイコクでは、みっつの しごとができるひとがシツギョ

ウしていたらしい。だから、タンジュンにいえば、ふたつのサギョウでも、みっつのし

ごとでも だめなんだろうと。だめじゃないんだけど、それじゃ シツギョウシャのなかま

いりと。

じゃあ よっつか なのだがそういうデンサンキもあるようだ。だから　よっつのしごとは

いまのキホンといえそうだ。ただ、いつのダンカイで、ふたつのサギョウをするデンサ

ンキを、シツギョウさせるかはわからない。

　

ニジュウゴ

　

さきに、みっつのしごとができるじゃあまいとかいた。ゲンザイは よっつのサギョウが

できるデンサンキがあり、また、ニンゲンも よっつのしごとをできるぐらいがジュウ

キュウセイキの エイコクのキホンだったようだ。たしかによっつのしごとはできなくな

い。しかし、よっつのサギョウができるデンサンキに、ぼううで（ロボットアーム）を

つけたら、ニンゲンのロウドウシャがシツギョウしかねない。だってユウシュウなんだ

から。ガッコウでまなぶジョウホウもちいさいキロクブヒンに おさまってしまうし。

じゃあ どうすればいいかというと、やっつのしごとをすればいいんだろうと。「デンサ

ンキをこわせ」じゃ「またか」になってしまう。センジュカンノンのえ がうかぶ。かし

こいひとは、デンサンキから まなんでいるんでしょうね。

　

ニジュウロク

　

もし、あしたに ダイハカイ（とんでもないソウラン）が おこるとしたら もう くには や

くにたたない。ダッシュツヨウのウチュウセンが ハイビされているとは きかないし、も

し ひがしがわのくにでも、ドクジに　ダッシュツをこころみるのだろう。そういうイミ

での「コッカの　おわり」はカクジツそうだ。

　

ニジュウシチ

なつかしいあじ。おいしいよりも、そういうあじがカチが あるかもしれない。カテイ

リョウリの デンショウがおこなわれていなければだけど、デンショウは なかなかむずか

しかったりする。

あるとき ニセンジュウヨネンのゴガツだ。あげものをした。タンに あぶらのショウミキ

ゲンぎれが ちかづいていたのでやったのだが、なべを　イロリのようなところにおいて

すこしずつあげる。あげものは だれかが　タイリョウにあげてでなく、それもいいんだ

けど、すこしずつあげてたべるのがいい。ケッキョク なべぶぎょう のようなひとがはし

をもつにしても。

えびをあげたり、やさいをあげたり。いいあぶらをつかうのがこつですかね。つけもの
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をヨウイしておくと すっきりする。もちも いいしうまくやれば いためごはんもできま

す。あと、だしのでたあぶらはおダイジに。おいしいですから。

　

ニジュウハチ

　

きられて きずついたゆず（●ハチ）。イチネンたって、ちょっとだけみがとれそうだっ

た。それをわすれてセンテイしてしまい、そのちょっとだけの ちいさいままの しゅうか

くのみとなった。でも においはするし ほんものである。

それをみずにいれて そのみずをのんだ。うまい。ラムネとか レモネードとかいうけど

そういうことだ。「ラムネ」は ライムを、「レモネード」はレモンを。ゆずだから ゆずす

い にしとく。あとから あじつけをしてもいいがそのままがうまいかな。ゆずブロもいい

ですが、ネンカンとおしてのめるゆずすいもいいと。ま、シハンのでもできますが。

　

ニジュウキュウ

　

きというのは、ホンライテキに、したのホウのみきがロシュツしているのかと。しっか

り カイソウテキになった きはみごとだが、ニンゲンが　てをつけてしまって、したのホ

ウがロシュツするのでは とおもう。だから うえのホウにハンモすると。もし、ニンゲン

が てをつけたとすれば、なぜはしごをつかわなきゃ みがとれない かたちにするんだろ

う。はしごやのサクボウか、っておもう。でも かうホウも わるいんだな。

　

サンジュウ

　

サイキン、ショウユやソースをかけて（ごはんにでなく、おかずに）たべることをして

いない。たれがあるとちがうのだが、それをいうなら、チュウカそばが ヒジョウにもっ

たいないともう。あれ、しるをのこすひと　おおいでしょ。ゾウスイみたいにしてたべ

ればいいけど、はやらないのか。

チュウカそばの たれは いろんなリョウリにつかえる。タンにコクモツをたべるだけでな

く。うみをわたると、そばのうえにギュウニクをのせたりするが、そういういいものに

あのたれをつかいたい。やきぶたも わるくないが、さかなとかにもいいたれでなかろう

か。あじのみそだれとか、さばのとんこつふうみとか。もうひとついいたれがあります

が、それはナイショ。

　

サンジュウイチ

　

「のばら」や「ます」（たしかシューベルト）などのキョクがめざましドケイに キロクさ
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れていたものをつかっていた。そういうのをつくろうとおもえば つくれるんだろうけ

ど、ケイタイデンワでやるてもあった。そのホウがてっとりばやい。

ジュウゴネンまえの ケイタイデンワでそれができて、サイキンのだと　ガッショウまで

ならせる。さすがにそんなユウガなキブンでおきたいとはおもわないが、「ごシュジンさ

ま、キショウのおジカンです」とか なまごえを キロクしためざましができそう。まぁ、

もっと ゲビたかんじで　やったほうがいいんだろうけど。

　

サンジュウニ

　

ゆずすい（●ニジュウハチ）のかわりに、たまたまてにはいらなかったので、りんごす

いをつくった。まぁ、これもうまい。ただ、あまりすっぱいのだと なさけなくなってく

るので、すっぱいのには なにかたしたホウがよいとおもわれる。

　

サンジュウサン

　

ニクとニクじる、どっちがダイジなのかと。やっぱりかたちというか　シツリョウのお

おきいホウが ダイジなんだろう。なにしろニクだから。だからといってニクじるもすて

がたい。でも、かつおだしとかで、ニクのホウをダイジにしなかったから（ほかのリユ

ウがあるにせよ）ニホンジンはタイカクがちいさかったんだろう。いまはカイゼンチュ

ウか。ヘンに　ニクのあぶらみをありがたがったりしているみたいだけど。わたしは し

もふりよりあかみハです。

　

サンジュウヨン

　

「チンモクはキンなり」と、わかいころはそんなことばもわすれて なにかしゃべろうと

したり。いまでもついしゃべりすぎた っていうのは　ありますが。ケッキョクなにもな

いのがよしで、それをおもんじると。なかなか、なにもない、にもっていけなかったり。

でも、「かがやき」はひとを だまらせるというフウにもかんがえられる。でも、ニンゲ

ンって、しゃべりだしたら ケンカするぞっていう カクゲンかもしれない。それぞれです

からね。

　

サンジュウゴ

　

もし、ひとがキンだったら、いえは「キンコ」。たくさんはいる「キンコ」もあるし、あ

まりはいらない「キンコ」もある。でもいい「キンコ」は、いい「キンコ」なんだろう。

でも、リュウツウというか、たまには　そとに　でまわっている　かんじがいいですね。
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サンジュウロク

　

オンガクをやりはじめてニジュウネンイジョウたつ。ゴ、ロクネンまえから、わりとふつ

うのオンカイはそこそこひけるようになって、ハンオンあげたり、さげたりのレンシュ

ウをするようになった。で、ジブンなりの リロン というかオンカイをかんがえたり。で、

イッコおもしろいオンカイをみつけた。ま、キカイがあれば ヒロウするのも。

カラオケというのは、エンギみたいなのですきでないが、ドクソウするのにいいかも。ド

ウヨウみたいなのはなつかしくおもう。カラオケじゃ、モホウにすぎない。ツイカテキ

な「ドクソウ」なら、いいしごとかもしれません。

　

サンジュウシチ

　

ダブリュハイサッカー。キョネンはジカンがなくてあまりみることができなかった。ま、

ゴネンまえのタイカイでは ちょっとネツをいれてみていたが、キョネンのはである。ま、

ニカイセンにいけるかぐらいにおもっていた。でも、いけなったみたいだ。

「カップ」というのに ゲンブツは「カップ」じゃなかったり。だからスープとか さけと

か あれつかってのめないな。

　

サンジュウハチ

　

めしと ヤサイもりをカゴウさせたらどうなるか。ヤサイずし とはいわないか、でもそう

いうフウミになる（タンジュンな　たれをつかえばトクに）。ヤサイざらのホウにニクが

あれば、ケッコウなごチソウに。ちらしずしとか。それにきづいてからしばらくは、ごは

んと ヤサイもりがでるたびに、すしにしてたべていた。くろずめしもなかなかうまい、

いわゆるくろずでないのですが。

　

サンジュウキュウ

　

ケッキョク、たたかいっていうのは、くにとか おおきいもののためにでなく、アイした

ちいさなもの のためにたたかうのではないか。だから　くにのヘイにはキュウリョウが

ヒツヨウなのだろう。

　

ヨンジュウ
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ゼンコウ、よいおこない、をつみなさい、とおもう。アクギョウより　ゼンコウのホウ

がいいし。タンジュンにキゾウしたり、ロウドウリョクを だしたり。ジブンにも まわっ

てくればたすかるし。ま、ゆずれないブブンはあるけど。

　

ヨンジュウイチ

おとなになるっていうのは、あるブンカをダッピすることだとおもう。ま、こどもよう

のブンカとか、ミジュクなブンカとか。キョクロンすると、キョウイクでうけたナイヨ

ウからも ダッピしたホウがいいだろう。ナイヨウというわけは、キョウイクでうけた ガ

クシュウするような ギジュツはダイジにしたホウが いいとおもうからである。

ナイヨウは どうせ だれかが かんがえたことで、デンサンキのコガタキロクブヒンに お

さまってしまうようなことだからである。わたしやあなたが かんがえたことでないし。

ぶつぶついってあそびたきゃ、キョウイクテキな なにかとあそんでいるのもいいかもし

れない。

　

ヨンジュウニ

　

「にが」という のみものをつくった。おチャとは またちがったかんじで。ただ ホゾンに

はいろいろなやりかたがあるのだと きづいた。トウキにいれておけばハッコウしたりす

るし、すきとおった、トウキ、いわゆるガラス では あまりヘンカしなかったり。ハッコ

ウしたものは つかいみちが まだおもいつかない。

　

ヨンジュウサン

　

ノウギョウをやって、laissez faire（ジユウホウニン）が ダイジなんだとおもう。そりゃ

それぞれのジジョウがあるし。ダイコンなんかも ほうっておいたらたねができて、しっ

かりそだっています。へんに てをくわえないというか。

　

ヨンジュウヨン

　

そういえば、くみかえさくもつをつくっているところがあるんだ。まぁ、シュウリョウ

を あげたいっていうのはわかるけど、ちょっとの くみかえでも ビンカンなひとは どう

かとおもってしまう。わたしも そういうのをイッカイそうじしました。ショウクブツド

ウシの エイキョウもあるみたいで。

でも、ジュンスイに こだわっていれば シュウリョウがおちるんだとおもう。シンカをみ

とめれば シュウリョウは イジだけどみとめなければ　おちると。それなりにていれをす

るわけだから。ま、またかんがえたい。きにしなきゃだけど。
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ヨンジュウゴ

　

おとなのフットボールとはどんなものか。あいてのゴールに、「ゾウトウヒン」、さけと

か、ハムとか、ゴミとかをうちこむ。ゴミじゃないホウがいい。でも、セイキュウショ

がとんできたらソシしなくてはいけない。ニホンのセンシュが ハイタイしてイチネンハ

ンたとうとしているが、もうつぎのヨセンをやっている。ただ、ショミンにとってダイ

ジなのは、おとなのフットボールだ。

　

ヨンジュウロク

　

おふくろのてリョウリは なつかしい。でもとしがたつにつれ シンカしたとおもう。な

ぜか よくつくっていたリョウリはコンビニエンスストアの ソウザイの ふくろづめとし

てならべられたりしていて、ま、つくるひとがかわっただけだが。ベンリになったこと

いえば、チュウカフウの リョウリならたれをかってきて つくれたり、なべものも つゆ

をかってきて　つくることができるようになったこと。おこのみやきがたべたかったが、

それも もとがあった。たこやきのもあるんだろうか。

ヨンジュウシチ

　

なぜ、コウセイショウ（ギョウセイキカン）が、コウセイロウドウショウにかわったか。

「コウセイ」をあるテイドしたら、つぎは「ロウドウ」をしてくださいと。ケイサンショ

ウもそうだ。「ケイザイ」がよくなったら「サンギョウ」してくださいと。ま、「ロウド

ウ」も、「サンギョウ」もしているかな。だから、「ノウギョウ」をがんばったら、「スイ

サン」もしなくちゃまずいかな。イチオウ ヨウショクのジッケンは しているけど。

　

ヨンジュウハチ

　

なぜ「ベッド」なのか、ねるのにつかうのです。ふとんでもいいはずだが。よつあしだっ

たり、むつあしだったり。よつあしって、うしとかのうえでねる「え」ですわ（●シチ）。

おれは そんなにできたひとじゃないとなれば おりるしかない。ふとんでジュウブンと。

セイヨウテキな というかシハイによって カノウになるんですかね。ベツにキリストキョ

ウトじゃないからたたみにねないとです。ゲンダイの「ふみえ」かもしれません。いす

もそうですね。やっぱりザブトンですかな。

　

ヨンジュウキュウ
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なぜ かみにかいていた ショをパソコンでうつようになったのか。どうでもいいブンショ

を かいていたうちはきづかなかったが、ひとつ、コウセイするてまをはぶくためだとお

もう。たぶんジドウコウセイキノウを　たよりにってことなんだろう。

ゴジが みつかったらとか ちょっとレッカしたら ジドウテキにシュウセイすると。そう

すればてまがはぶけると。しかし、ヒョウケイサンキノウはあてにできない。なぜなら

ひどく ジドウシュウセイのケッカかは　わからないが、レッカしてしまったから。それ

なら かみのホウがアンテイしていますよ。タショウ コウセイするのは くせとしてのこ

しておいたホウがよいと わたしはおもいます。

　

ゴジュウ

　

セイヒンのリョウが おおいとカンリがタイヘン。だから、レキシをとじてしまって、お

なじセイヒン、シュリョクセイヒンだけをつくったりするのだろう。でも、わたしは ま

だ、レキシをとじようとはおもわない。レキシをすすめているホウがたのしいから。

　

ゴジュウイチ

　

ゴミが おおいとタイヘン。しごとがすすまなかったり。だから キョクリョクゴミをださ

ないようにしたり。マイバッグというのがあるけど、それをもっとすすめて みせにヨウ

キをもっていったりドリョクのしようはあります。

　

ゴジュウニ

　

ジョウホウもまたセイリがタイヘン。デンシメールなどは いまのところ イッコイッコ

ショブンしていますが ジカンのムダだとおもってしまう。むかし、ストックしていたと

きは すこしずつデンシメールをショブンしましたが。いまでは ジュウヨウなのだけ か

みにアウトプットしようとおもっています。それでゼンブショブンしてしまったり。ジ

カンのムダはもったいないから。

ゴジュウサン

　

キョウイクは ブンカをかたくすること。でもケッキョク、なんかの あととりにでもなら

ないと、そのキョウイクトウシからシュウエキをあげることはできない。たしかに「し

る」ひとにはなれるが、やっぱりつくるとなると セイトウセイが ヒツヨウになったり。

だから わかいひとはジブンで かんがえたホウがいいのだろう。デシになるだけじゃたべ

ていけない。それなら ジブンでかんがえてとおもう。

シュミをもちたいのならまなぶのもいいかもしれないが、そんなかねもちじゃないなら、

ジブンでかんがえつくるべきだ。で、デシでも もてば　キョウイクをするのかな。わた
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しはかんがえたいから あまり しごとにカンケイあるようなホンや ザッシはよまないよ

うにしている。でも、ホンをよみたくなったりするから、シュミのガクモンブンヤのホ

ンをよんだり。しらないことが いまは ダイジかもしれない。どこかにニュウモンするな

らともかく。

　

ゴジュウヨン

　

フンをうみにながせば、うみにシゲンというかがたまる。ハイセツブツ　といったって、

こしたあとのショクブツ、ドウブツセイブンだから。ま、それをうみにながしていると。

ま、すくなくともかわには ながしている。だからうみに も みたいなのがハッセイした

りするんだろう。

むかしみたいに はたけにまけば、わりとちかいところで ジュンカンする。でもスイセン

ベンジョは やめにくいんだろう。ショクブツだけなら　はたけとジブンとで ジュンカン

するだけだ。ムダがないからヒリョウも　そんなにいらないだろう。

　

ゴジュウゴ

　

なつだったら、ためいけ（プール）にいってホンをよむのがすきだ。うみがちかければ

うみなんだろうが。はれたひにのんびりと。たまに みずにつかって。でも キョネンまで

のサンネンカンはそういうやすみは とれなかった。ことしは ひさしぶりにいけました。

　

ゴジュウロク

　

マージャン。「すごい」マージャンは、ニハンであがったら、ふたさらリョウリがでてく

る。ゴハンだったら ゴさら。すごいリョウリニンは、つぎになんさらであがるかを ヨソ

クして、あがるまえにジュンビ。あがったらすかさずだす。

そういうマージャンが あったのかはフメイですが。

ゴジュウシチ　

　

むくどりに すをテイキョウしたことがある。あまどのシュウノウバに　むくどりがすを

つくったのだ。しばらくすると、ひなが くちをあけてなくようになった。つがいのカタ

ホウが すのちかくでケイカイしていた。すをのぞくと うるさくないた。ビスケットかな

んかをさしいれしたが　たべただろうか。ま、いいものをみつけてくるんだろうな。ど

うも おふくろが いやがるようで、ニカイめはソシされてしまった。

　

ゴジュウハチ
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わりとサイキン とりにえさをやっている。なんか はらをすかしているようなそんなきが

してあげている。まえは ちょっといったところにとりや（はとにえさやっている）とい

うかがあったが、みせをしめてしまったようだ。ま、ふゆだと ショクリョウがすくない

のだろうからケッコウたべていたな。

　

ゴジュウキュウ

　

ダイコンをそだてたがコウチョウでニダイめができそうだった。できそうだった、とい

うのはカジンにショブンされてしまったからだ。それもキョネン、ことしのニカイ。ニン

ジンはなんとかニダイめがそだっている。ヨウスをみたら、ちいさくそだっていた。こ

のふゆでねが そだつんだろうかと キタイしている。

　

ロクジュウ

　

ごはんにくろずをかけてたべる。くろずといっても「キンダイ」くろず。ショウユハか、

「キンダイ」くろずハか、というといがあったが わたしは「キンダイ」くろずハ。あさめ

しをよくそれだけでたべた。でも エイヨウブソクである。いまかんがえると。

　

ロクジュウイチ

　

サイキン、ユニュウもののスパゲッティとかうっているけど やっぱり　ほんものはすご

い。こむぎのあじだけでなく、こうばしいフレバー とかがあったり。やっぱり すごいの

はちがうとおもってしまう。それに、スパゲッティのすごいところは、みずでゆでられ

るんです。おゆ、じゃなくて、ジョウオンスイ。ちょっとジカンがかかりますが、ケイ

サンすればダイジョウブ。ネンリョウがなくてもたべられる。だから、ヒジョウヨウに

もいいでしょう。イッカイ、そばもジョウオンでゆでたら ぐちゃぐちゃに。ま、あがり

がはやいのでしょう。ケイサンですね。ヒジョウヨウにためておくことにしようとおも

います。

　

ロクジュウニ

　

キュウカになにをするか。ゆくゆくはつりをしたいが、ま、てがるにできそうなの。それ

と。わたしも「アイ プレイテニス」って いっちゃったから（●ニジュウニ）テニスと。

みちのえき とかでたべあるきをしたいけど、あるきとか ジテンシャでは なかなかでき

るもんじゃない。ケッコウとおくに いかないとだから。ショウテンガイのたべあるきは
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どうか。でも、あまり、トクサンヒンがうられているきがしない。ケッキョク、ことし

は、スポーツカンセンをはじめました。

　

ロクジュウサン

　

ちょっとまえによくたべたおカシは、いもガシと まめ。ソボクでいいとたべていたがサ

イキンは あじつけのこいものをケッコウたべている。まめは、ダイズをいったものだ

が、たべすぎなくていいとおもう。こめを　あげたものもいいな。たべすぎない。コク

サンヒンもあるし。サイキンラッカセイなんか チュウゴクサンばっかり。ガイコクサン

をたべるのなら　そのくにのひととなかよくしなければならない。スイメンカというか

で　カットウがおこりますから。ティティピーをすすめるとやっぱりそういうモンダイ

も。ゴジュウゴネンタイセイ（ジミンセイケンによる）はガッシュウコクと なかよくし

ておけばだったけど まぁ、いろんなところとコウエキをすると なかなかむずかしそう

ですね。やっぱりジミントウタイセイのホウが わかりやすいかな。ま、コクサンにがん

ばってもらいたいです。

ロクジュウヨン

　

ニクマンはおいしい。ショカツ（チュウゴクの カンのジダイにカツヤクしたとされる）

センセイを おもいだすが、そのショカツセンセイがつくったセイヒンが ニセンネンちか

くたっても のこっている。ニクをいれたマンジュウというやつである。

ただ、ショカツセンセイはシッパイをしたとおもう。なぜなら、ジブンにできないこと

をカン（おなじく）ショウグンに ヨウキュウしたことだ。だから ケッキョクあまりいい

ホウにいかなかった。もっとショウグンを　おくればよかったのかもしれない。

　

ロクジュウゴ

　

マルクスはなにをのこしたか。キョウサンシュギコクとだれかがいうかもしれないが、

わたしにとってはそうでない。いや、それもあるけどだ。ケッキョク、シホンカがつよ

いのはしょうがない。ロウドウシャは はたらいてかねをてにする。だったら、ウンドウ

するジカンをけずって かねをてにしたほうがよいのではないかと。つまり、はやいもの

がちだと。だから、すぐにやらなければならない。

たしかに ウンドウをして タショウチンギンはあがるかもしれないが、そのためについ

やすジカンは、そのジカンはたらいていたら どのくらい　かせげたかをかんがえるとど

うなのかと。ケッキョクシホンカがはらったりするんだろうけど そのキギョウはシキン

テキによわる。それはロウドウシャにとってどうなのか。ソレンのようにセイコウした、

する、かもしれないが、キョウソウではうまくなかった。いいコウエキができないとな

れば、その、シホンカ、キギョウはよわっていく。それだったら、すぐにしごとをしろ

と。そういう、マルクスのキョウクンはいかしたい。
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キョクロンすると、ハンセイするまもないのだ。だから、コンサルタントなんだ。コンサ

ルタントになりたきゃケンキュウするといい。でも、ゲンバがダイジじゃないかと。そ

れに、そのしごとのセンクシャもいる。レキシのケンキュウをしているようじゃニリュ

ウだと。シュウエキを　あげられるんならいいですが。

　

ロクジュウロク

　

ダブリュハイとか うたばんぐみとかそういうときだけガメンをみたいとおもう。それな

らレンタルでもなんだけど、それができるほどキョウキュウがブンサンしていないのか

な。もうちょっとみるばんぐみがシュウチュウされれば、レンタルで ばんぐみキョウ

キュウもカノウだろうか。わたしは、みたいバングミがあると そのときだけデンサン

キでみるようにしている。ほかは、おとだけのジュシンでジュウブン。いまならあとで

ディブイディスクもあるし。

　

ロクジュウシチ

　

よくセンエンのみカイをやった。ま、ジブンいがいはセンエンごえだったりするのだが、

かってきても、のみにいってもセンエン。くわなきゃセンエンブンのめるわけだから。や

すいショウチュウの ボトルとかを　たのんでしまえばケッコウのめる。のまないならニ

ヒャクエンのジュースとか。アンガイのめるものです。

　

ロクジュウハチ

　

ちいさい とうもろこしとか、ちいさいトマトとかある。でも、ちいさい たけのこはカノ

ウだろうか。ささがよくはえるので、カノウといえば　カノウなんだけど、はえるまえ

にほりだすって むずかしそうだ。このまえもささがそだっているのをカクニンした。し

かし、はえるまえに みつけるのはむずかしい。チンミみたいなあじつけにしたら うまい

とおもうが。

　

ロクジュウキュウ

　

キョクをつくるときに やくにたつのがテープレコーダー。いまは アイシーレコーダーと

かがよくでているが。ロクオンして あとでフメンにしたり。むかし、ミュージシャンが

そういうつかいかたをしていたときくが、たしかにつかえる。ただ、テープレコーダー

は いま しなうすなのでこわれるとつらい。キョネンもイッキこわしてしまった。キー

ボードにむかってつくるよりシゼンなかんじになるかな。
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ナナジュウ

　

シャシン。いまは デジカメとかケイタイデンワのカメラとかが おおいようだ。でも コ

ンビニでカンイコウガクシャシンキがうっていてたすかる。ソクセキシャシンキとかい

ま ほしいとおもうが セイサンをチュウシしたときいたことがある。フィルムというかが

てにはいるんだろうか。あるキギョウのは うっているらしいが。

　

ナナジュウイチ

　

さかな、きづかなかったけど、タイリクではさかなはキチョウなんだ。しまぐにってこと

をわすれていた。ま、ユソウはハッタツしているんだろうけど、うみまでヒャッキロと

センキロでは おおきなちがいだ。コウキュウチュウカリョウリのようなのが、ショミン

テキなショクドウでみられないわけがわかる。ニホンだったら せいぜいうみまでヒャッ

キロだからできるんだろうけど、タイリクでのさかなリョウリはコウキュウだと。

　

ナナジュウニ

　

おチャに あまガシ、だから くろコーヒーにあまガシでもいい。でも　いわゆるあまガシ

は マイニチ たべるようなものでもないようなきがする。だからあまコーヒーか。ちょっ

とまえは、センベイとかじゃなくて、いもガシ とかいりダイズが きにいっていた。そん

なキョウレツなあじはしないが、まあまあおいしい。なかなかすすまないからというの

もあったが、なれれば たべてしまうもんだ。こめガシもいい。

　

ナナジュウサン

　

おととし、エンカをつくろうとおもって（おおきなイミでの「エンカ」）、しばらくたっ

て、キョネンようやくネンガンがかなった。まぁイッキョクだけだけど。ジュンスイなエ

ンカはむずかしいかな。おはやしとか みたいなのもむずかしいし。ま、なれというかな

のかな。それはそうと、キョネンからふえをふきだした。イゼンに おとがきにいってて

にいれたのだが、しばらくほったらかしだった。しかし、それっぽいようなキョクがで

きたので サイチョウセン。ふえジタイはへたくそだが、それヨウのキョクはかきつづけ

ている。そのキョクをサギョウをしながら　うっすらかけるのもわるくない。でも、ふ

くのはなかなかジョウタツしない。

ナナジュウヨン
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タッキュウをやったりする。あれのおもしろいところは、ジブンの きがまえでケッカが

ちがってくるというか、まけるき ならまけるし、そういうヘンドウがおもしろかったり

する。ドウじないのが タイセツかな。サッカーなどのしあいをみていても、たとえば、

ニホンチームにはそういうジャクテンがあったり、ま、みるほうも やっぱりなんてお

もったりすると そうなったりする。つみかさねシダイなんだけど、まぁタイカイじゃ つ

よいチームがでてくるわけで。ま、ドリョクですかね。

　

ナナジュウゴ

　

「キンダイ」くろずごはんはすきだけど、カンキツごはんをやってみたい。レモンごはん

とか、すしフウにならさかなをのせるんだろうけど、とりあえず それだけでも。でも こ

めずをつかうのがただしいのかな。

　

ナナジュウロク

　

「スカッシュ」というのかにキョウミがある。かべをあいてに たまをうちつづける。わた

しも たまけりをかべをつかってよくやっていた。かべは シンのシコウテイがハツメイし

たのかな。「バンリのチョウジョウ」がある。いや、そのまえからジョウヘキがあったら

しいから、もっとむかしのひとのハツメイなんだろう。ま、でもイダイなハツメイだ。

　

ナナジュウシチ

　

ここしばらくかわらないが、「セイギ」っていうのが むずかしい。だれかがそれをシュ

チョウしても、いや、こちらが「セイギ」ってはなしになるから、それじゃしごとをす

るか とかなったり。「テロ」もそうだ。グンを だすのもそう（テロ）だろとか。しょう

がないからリョウイキにわけて、「セイギ」をイジするのかな。「セイギ」というオウみ

たいなのをたてて、それぞれやっていこうとするわけかな。でも、カクダイしようとし

たら たたかいになるね。

でも、うみにでで、コウカイジョウで「セイギ」をシュチョウできそうだ。カイゾクとか

いわれるだろうけど。そのジャクテンは、ショクリョウ。つくれればだけど、どっかから

かわなきゃならない。だからむずかしそうだ。イッパツあたればしずんじゃうし。それ

が「セイギ」としたら　もろい。だから、フツウは、「セイギ」の ジュンドをひくめて、

タイキュウセイを あげるのかな。うみじゃなくてもショウトツすれば、しんじゃったり

するわけだから。

　

ナナジュウハチ
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ニホンジンが ドリョクしたからセンゴフッコウなのか、ガッシュウコクのドリョクで セ

ンゴフッコウなのかわからない。どちらもあったんだろうが。でも、センソウにかんする

つみぶかさがあれば、それなりのやりかたをするだろう。ニホンジンがセンソウにカン

する つみぶかさを ヒョウゲンしているのにはであったことない。あまり、そういう　ゲ

ンバを　しらないからか。やっぱり、セイカツがアンテイしてくると、「イショクたつて

エイジョクを しる。」というようにレイがダイジかもしれない。イレイもダイジだがほ

かにもダイジなことはある。センソウでのヒガイを　ベンショウしたり。でも、そうい

うのはやはり コジンでやるべきなんだろう。センソウにカタンしたんだろうから。サン

カしないことも できたはずだ。たしかにキョウセイセイは あったとおもう。でも キョ

ヒすることはできた。おおきくくくればだけど、ベツに くくらなくてもいい。コジンの

シュウゴウがシャカイなんだから。いまみてもそういうあぶなさはあるとおもう。でも、

センソウ、わたしにいわせれば「わるい」センソウだ。ヘイがにげられないんだから。そ

のハンセイをいかすなら、そういうキョクメンでもキョヒすることがダイジなんだろう。

センゴクのとき　みたいだったらしょうがないメンもあるが。

　

ナナジュウキュウ

　

コッキョウは グンのハイチとかんがえればいいかもしれない。だから、センカクショト

ウでもおしもどそうとするし、イラクでもカイフクしようとする。でも、ショウトツがお

こったらどうか。おたがいギセイがでる。あいてがギセイをださせた というだろう。た

だ、それがシュウダンだと、だれがわるいのかとなる。グンのセキニンシャがバイショ

ウなどをするようか。それなら、ダンガンに うつひとのなまえをほっておけば、セキニ

ンモンダイは わかりやすくなる。タンジュンにそのひとがバイショウしておわりとか。

チョウヘイセイならむずかしいけど。ヘイにセキニン っていうのもいろいろいわれるだ

ろうけど、シガンならジコセキニンみたいなもので、カンヨシャが きちんと バイショウ

すればそれでおわり。

　

ハチジュウ

　

エイキョウリョクのあるひとが、やすくていいものを たべていたら、まねとかして その

やすくて いいショクリョウはタイリョウにショウヒされるかもしれない。

だから、たべものを ショウカイするテレビばんぐみでは、ジュウヨウなショクリョウで

なく、チュウカメン とかパン とかを シュザイするんだろうとおもってしまう。ヨウす

るに、チュウカメンとか パンはしなぎれしてもいいと、シュザイするひとはかんがえて

いるが、タブン、やきニクは しなぎれしては まずいとおもっているのでは。

そういえば、ナナジュウネンイジョウまえのセンソウは、ニホンジンが　ギュウニクを

たべはじめたからタイヘンだったという「すきやきセンソウ」ともいえるかもしれない。
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カチクをきりくずすっていうのは ショミンにとってのセンソウである。さかなくって

りゃいいのにとおもってしまう。そういうセンソウがおこってはたまらない。だからと

いって まったくニクをたべないのはむずかしい。でも、そういう、ううしい とか、うま

い はモンダイだと。うしはノウギョウとか、うまはイドウにとかにやくにたつ。だから、

「ぎょい（しい）」がいいか。

　

ハチジュウイチ

あるセイヒンが こわれたら、あたらしくにたようなものを かってしまうひとがいるが、

こわれたらなおすべきだとおもう。ま、フクザツな　セイヒンだとなおしづらいが、それ

なりに シュウリすることができる。すてないでシュウリをすることをすすめる。なぜな

ら、（モチロン シュウリにだせばそんなことはないが）シュウリによる ハッケンという

か ギジュツがコウジョウする。サンダルをシュウリしたら、くつのようになってしまっ

たりと おもしろさがある。

サイキンは、ハードディスク（デンサンキの キロクヨウブヒン）をシュウリしようとお

もったが、コウグがたかいのでやめた。そういうばあいもある。

　

ハチジュウニ

　

わかいころ、シツギョウシャみたいなフクソウがすきだった。シツギョウシャの フクソ

ウといってもま、それをきているおとなはシツギョウチュウか、キュウカチュウといっ

たかんじの。まぁ、そのケッカか、わたしもシツギョウをあじわった。それからカイゼ

ンしたな・・・ハチジュウネンダイのサーフブーム（なみのりの リュウコウ）でそうい

うカッコウが　イッテイのわりあいで フキュウしたと きいた。たしかにシツギョウかも

だが、フクに「え」がかかれていて、その「え」にこだわったり。キュウジュウネンダ

イにはいってニホンでよくうられていた。レイネンダイも、いまもうっているのだろう。

でも、シツギョウのケイケンをしてから、そういうのはきないようになった。もっとい

えば、やすみのないロウドウシャになったかもしれない。

　

ハチジュウサン

　

セイヨウの コテンオンガクのうたはすごいとおもう。イッカイだけ　みにいったことが

ある。オンガクまつりのひとこま。きくと やっぱりよかった。わたしは ギターをひく

が、ほかにナンジュウニンといるなかで　ひけるかというとなんとも。ま、それはハチ

ネンまえだが いまでもそのまつりはやっているだろうかな。むかし ちょっとガッショウ

をやったことあるが、まぁ いいやと。クライストさま どうこう とかカシにあるのに そ

んなきもちになれずちょっととまどいました。まぁ、ふかいりしなくてよかったかな。
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ハチジュウヨン

　

シィディのなかみをハードディスクにキロクして、シィディをあるテイドショブンした。

でも、ハードディスクが ふっとんだらそれでおわり。たしかにベンリだけど。オンガク

ヨウの デンサンキにハードディスクをつないで インターフェイス（チュウケイキ）から

オーディオアンプ（オンリョウをあげるソウチ）に もっていって。

でも、いろんなキョクは きかなかった。イッカイだけランダム（でたらめなジュンバン）

エンソウをしたけど。ま、ランダムエンソウはおもしろかったな。でも、コベツ、ブンサ

ンのが やっぱりキョウドがある。だからシィディのままでいいんだとおもう。ケイタイ

デバイス（タンマツ）もあるけど、ファイル（キョクのジョウホウ）をアッシュク（ジョ

ウホウリョウを おさえる）しなかったので ケッコウヨウリョウをくう。ケイタイヨウで

は、いれかえがメンドくさかったりで、ききたきゃシィディつかっていた。ラジオをき

けるブヒンをかって よくロクオンしてきいていたが、そのジカンにきけばいいんだとも

おもう。そういえば、このジュウネンで、カセット（テープ）デッキをみなくなった。デ

ンキヤにもうっていない。ラジカセはあるけどそういうことじゃなくて。でもセイサン

されているようだ。

　

ハチジュウゴ

　

キョネンのなつにシンブンをブンセキした。ブンセキは ブンセキなんだけど、ショミン

にセキニンがもてないような ヨウソがサンわりイジョウある。たとえば、「りんご」だっ

たらセンエンもだせばいくつかかえるが、そうやってかえそうのない、ショウヒンといっ

てはなんだが、がサンわり。そういうのに からんでいたらとおもう。ミンシュシュギは

いいんだが、セキニンのない「ミンシュ」じゃタイヘンだ。そういうコウキュウなサン

わり にはなるべくふれないようにしている。

　

ハチジュウロク

　

うたったうたを そのままフメンにというサギョウをやった。なれていないために まち

がえる。でもナナわりあってたり。フラットナナドをつかうようなのではひどくまちが

えた。あとになってシュウセイするけど　まぁ。キーボードをつかったホウがわたしは

いいようだ。キカイ「ミュージックシーケンサー（オンプジョウホウをキロクするキカ

イ）」をドウニュウしたら、まぁつぎつぎとできあがって、キョネンのなつからで、ナナ

コサクヒン、ゴコキョクシュウ、ニコカキョクシュウができました。このゴも カキョク

シュウイッコヨテイで、まぁ、ジュンチョウではあります。ただ、ちょっとサギョウづ

かれで、バカンスをとりたかったり。ま、イチネンでキョクシュウをナナコつくればま

ずまずでしょうな。やすんでもモンクいわれないきがする。
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ハチジュウシチ

　

ちょっとヘンなくせが つきそうだったらガッキをひく。なぜかギターにおちついてい

る。いえにはキーボードがあったけど、ヨウチエンのときに ガクフがよめずにザセツし

ている。ちょっとおおきくなってギターをひいているのをめにした。さらに バンドブー

ムというのかでさらにエレキギターをみた。スイソウガクとかで、トランペットやトロ

ンボーンをやったが、いまいちだった。いまやればおもしろいんだとおもうが、そうこ

うしているうちに ギターにおちついた。でバンドやったり。

でも、ひくより、つくりたかったのか、キョクをつくっていた。でもカンセイできなかっ

たり。やりはじめて ジュウニネンぐらいからにがてを　なくそうとひきはじめて、まぁ、

サイキンでは よくシャープさせたりフラットさせたりとひいている。うまくなるのはす

こしずつだろう。このナナネンでうたもつくれるようになった。

　

ハチジュウハチ

サイキンつくったキョクにかんして、ホントはジブンでひきたいんだけど（ギター、ベー

ス、ドラム）なかなかジカンがとれなくてひけない。そのあいだにもつぎのキョクがで

きるので、とりあえず、キカイエンソウでもとおもってキカイにうちこむ。

ふえをジュウネンまえにはじめて、やっぱりザセツしたんだけど、それにあうようなキョ

クがサイキンつくれるようになったので、ちょっとレンシュウしたいとおもう。なかな

かロクオンするにはほどとおいのであるが。

　

ハチジュウキュウ

　

なぜかかねのありそうなカシュでも、プログラムされた（キカイでおとをならす）ドラ

ムのおとをつかったり（わたしはドラマーがいなかったときに つかいました）、いまで

もそれはつづいているようだ。いまは もっとシンポしていて プログラムされたうた が

ある。さすがに ユウメイなカシュはそういうのはつかわないでしょうが。

　

キュウジュウ

　

フクがやぶれたのでなおす。でもそれは「シンカ」か。なおったらまぁ「イジ」なのかも

しれないが、かんがえかたによっては「シンカ」とかんがえられる。ブヒンコウカンなら

「シンカ」じゃないんだろう。でも、つくるサイショのダンカイでジョウブになっている

なら「シンカ」させなくてもすむかもしれない。でも、やはりレッカしていくんだろう。

マルクスのキョウクン（●ロクジュウゴ）からいうとはやくなおせだ。なおせるとはか
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ぎらないが　なおしたホウがいいだろう。そのホウが ジョウブだろうしごみもでない。

　

キュウジュウイチ

　

このジュウネンで、フンイキのいいショクドウニケンがイテンというか　テッタイした。

コンビニ（エンスストア）のようにケイコウトウのあかりが ニンキなのだろうか。たし

かにコンビニがそうであるようにメイロウカイケイフウではある。しかし、フンイキも

ダイジだとおもう。

　

キュウジュウニ

　

やきニクというのはいいセンタクシである。しかし、なにをたべたらいいか というのが

ベンキョウブソクであればつきものである。だったらと　わたしはステーキをえらぶ。

あかみだけのホウがいい。よくかんがえればそれが わたしをつくったといえなくない、

ちいさいころたべにつれていって　もらったからだ。たしかに、やきニクをたべにいき、

ノウミソというセンタクシがあれば、ベンキョウもできるようになったかもしれない。

だが、ザンネンながらそういうセンタクをしなかったし、そんなものだとは しらなかっ

た。だからウンドウがよくできたというわけ。ガッシュウコクジンと たまけりやっても

あたりまけはしなかった。

ただ、こどもとたまけりして、ちょろちょろやられるとまけてしまうというケイケンが

あるので、かならずしも、その、ジュウセンシャ、ホウシキをスイショウはできない。

ジュウセンシャ でもキドウリョクがあれば、ちょろちょろにまけないだろうか。ニクを

たべて、さらに はしりこみだろうか。

　

キュウジュウサン

　

からだをおおきくするというのでは、ハンバーガーというセンタクシもある。でも、ハ

ンバーガーをたべてユウメイなセンシュとかって いるんだろうか。はじめてたべたのが

ヨウチエンのとき、かみセイの テツドウレッシャの モケイがついてきていたくカンシ

ンした。サイキンは それが　マンガのキャラクターのしなものにかわっているようだ

が。ゲンジツより 　ゲンソウということだろうか。あるおおてハンバーガーショップは

ブンカテキだとおもう。わたしはニホンのマンガセイヒンより、ガッシュウコクのレッ

シャモケイのホウがいい。でも、そのかたのレッシャはむかしのなので、いまも ジッサ

イのテツドウにてはしっているわけではないとおもう。そういえば、それからジュウゴ

ネンくらいで、ガッシュウコクの　にしカイガンのテーマパークでそのてのミニチュア

レッシャにのった。トウキョウにある（これはちがうといえばチバにあるから ちがうの

だが）ガッシュウコクでキカクされたテーマパークにもおなじようなものが　あったと
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おもう。そっちのホウをさきにのったかもしれない。ガッシュウコクのテーマパークで

は、そらの えだかシャシン（サンジュウメートル　かけるジュウメートルくらいあった

だろうか）、にえらくカンシンした。

　

キュウジュウヨン

　

そういえば、ショクドウのメニューである、おこさまランチのねだんにおどろく。ナイ

ヨウも、わたしがたべたときとソンショクないようにおもうのだが。

　

キュウジュウゴ

　

あまりにいそがしいと、あるタイケンというのは、エクスペリエンスなんだとおもう。ペ

リエンス、ジカンテキなセイヤクをチョウエツしてしまうと。あえて、シィディをかわ

ないでかりるというのもいいかもしれない。わたしは おとハだからシィディだが、エイ

ゾウハは、ディブイディなんだろう。あえてもたずにというのが いそがしいときにはい

いかもしれない。

　

キュウジュウロク

　

「テイコクシュギ」というとヒテイテキなカンがあるが、ショクにカンしていうと、どれ

だけのひとが「テイコクシュギ」ではないだろう。うちも「テイコクシュギ」テキだっ

たし。ま、テイコクシュギもシサンということにしておくか。めずらしいリョウリをも

とめたり。でも、ジュヨウがなければあたらしいリョウリをつくる リョウリニンはセイ

リツしないわけだから、ジュヨウがあるブンいいともおもう。

　

キュウジュウシチ

　

イミンだらけのくにをナニナニコクというのは むずかしいかもしれないが、ナニナニジ

ンがいるバショをナニナニコク とかんがえるのはカンタンだろう。ただ、チガイホウケ

ンはみとめないだろうから、「あ」コクで、とのカンレンで、おこった「い」コクジンの

ジケンは、「あ」コクと「い」コクのキョウドウサイバンでさばかれる というのはどうだ

ろう。

そういうコクセキコッカロンもおもしろいかな。ま、ニホンはそのまま　イミンをいれ

るのかな。しかし、イミンもニホンジンとなってしまうと　なにかでチョウセイしなく

てはならない。ブンカなどがちがうわけだし。それなら、すでにある セイジテキシゲン

をつかってというのもいいのでは。
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キュウジュウハチ

　

「シャザイガイコウ」がなぜモンダイか。センキュウヒャクヨンジュウネンごろのセンソ

ウは、あまりいいセンソウではなかった。よく、「タイショウがうちとられて、ヘイがカ

イソウした。」といういくさについての　キジュツがあるが、そういった、カイソウ（ヨ

ウするに「にげる」だ）が　しにくいセンソウだったからだ（●ナナジュウハチ）。ヘイ

は トウゼンキュウヨをしはらってもらいたいし、タイショウがうちとられたら、キュウ

ヨがみばらいになるカノウセイがあるから、にげる。しかし、カイガイで、もしくは、カ

イジョウで、センソウしていると、しらないトチやうみだから にげにくい。だからよく

ないセンソウという。タブン、ホンドケッセンというのはヘイがにげるだろうから むず

かしかったんだろうと おもう。センソウはセンソウで かちまけがあるわけだから、それ

はガイコウでどうにかすればよい。「シャザイ」すべきはヘイのホウにで、よくないセン

ソウをしたことについてあやまればいい。ベツに グンのナイキなどについてはガイコク

にあやまることではない。あやまるあいてが ちがいますよと。

ただ、そういう、ゴカイの ゴカイが ガイコウに エイキョウをおよぼしているともおも

う。ま、ヘイに あやまったのならガイコウすればともおもう。だれのかんがえはともか

く「シャザイ」、ガイコウ、なんだから（「シャザイ」してガイコウすればよい）。そのカ

ンテンからいうと、ガイコウがすすまないことがヨソウされるが それなりのたちばのひ

とが いわないと いけないんだろう。

　

キュウジュウキュウ

　

なぜか ホウソウナイヨウがおかしいことがある。ガイコクジンへの　シツモンで、エイ

ゴではみたことないが、チュウゴウジンへの シツモンで ヒャクハチジュウドちがうジマ

クがついていたことがあった。あるひとにいわせれば「ジギャク」なんだろうが、それ

をすることによってなにになるんだろう。わたしにいわせれば、あるくにの セイフにタ

イするホウシである。ま、それをしないことによって つぎのシツモンができなくなって

は こまるのだろう。

ま、たしかに、ことばをシンヨウするか、フンイキをシンヨウするかというモンダイが

あるが、ことばをセイカクにヤクしたホウがいいとおもう。「サクシャ キャクチュウ」と

かでできないのか。

　

ヒャク

　

セイサンヨジョウがあったから、ブンガクがうけいれられた。いまでは、みるブンガク

がふえている。でも、マンガをよむのをジュウゴネンまえに やめてしまったので、アニ
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メだ なんだといわれてもわからない。でも　ガッシュウコクジンがつくるのはわかるよ

うな。そういえば、テイテンカンソクの カンテンからマンガザッシをかってみた。ナイ

ヨウはともかく、やっぱり それなりにあたらしい いいかた、ゴクがつづいているよう

だ。エイゴケイだったり。そういうイミではジュウゴネンまえと そうかわりはないとい

えそうだが。ま、カタカナゴっていうのは、「わく」が きまっていてその「わく」のソウ

リョウをこえないテイドにいれかえをしているのだろうか。シンブンでも ふえたのはア

イティ（ジョウホウツウシン）ゴだろうか。コスプレ、とかいわれても、なにのなんだ

かわからなかったりする。でも「セイサンヨジョウ」とかの コスプレはみたかったりも

する。

　

　

　

　

ヒャクイチ

　

サイキンのくつが どうもあしにあわない。まぁ、たかいのはちがうのだろうが、かわが

むけたりしてしまう。だから ジブンなりにカコウしてとかの サギョウがヒツヨウにな

る。むかしのものはそんなことなかったのにと。まぁ、くつはいいのをはいたほうがいい

のだろう。くつだけじゃなくてデンキセイヒンもそうだ。やすいのをかうと ホショウぎ

れくらいにゴサドウがおこったり。そういうケイケンをすると、デンシカされた　ジュ

ウタクっていうのはおそろしい。なるべく、アナログにとおもってしまう。

　

ヒャクニ

　

ケッコウ、たかすぎもしないし、やすすぎもしないという チュウリュウテキなセイヒ

ンってみつけづらい。むかしのニホンは、やすくていいものをつくっていたかもしれな

いが、やすいものがふえ、やすっぽいのが　ふえてしまったとおもう。まぁ、つかえれ

ばいいんだけどむずかしいモンダイがあったり。でも、デンキやでも、センタクのヨチ

があるからいいとおもう。フクなんかがむずかしいかな。

　

ヒャクサン

　

「タイプライター」をかった。シンピンのものはみつからなかったので　チュウコを。ま

るまるシャのがユウメイらしいが、エイコクセイもあった。それをうまくつかわないと、

evilなんだか、といわれてしまう、いろいろなところでつくられていたようだった。

デンドウシキのもあったが、それなら デンサンキやワープロとかわらないとおもい、キ

カイシキのものを。
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とにかくカンドウした。すごいキカイだ。ま、エイブンでかこうとしているブンがある

ので さがしてみたのだが。わりとこぢんまりとまとまっていて。カイギョウするときの

すずのおとがいい。ワープロもそれなりに アイヨウシャがいるようだ。ま、デンチシキ

のワープロとかあればかってもいいとおもうけどそういうのはないみたい。インサツキ

ノウがない　コガタのものはつくられていたが。

　

ヒャクヨン

　

チツジョと ブンカどっちがダイジだ。サンわりのブンカとナナわりのチツジョでどうだ

ろう。それくらいだと チョウド キンムビとキュウジツテイドのわりあい。でもキュウジ

ツを ブンカにつかっているってあまりきかないけど。やくわりで わけてしまうとサンわ

りのブンカジンになるんだろうか。でも、ヒセイサンジンコウもだから、ニホンでいう

とサンゼンロッピャクマンニン。これだけのかずだと、ブンカジンっていってもちょっ

とわからない。かくれたブンカジンがケッコウいるとか。ただ、あまりにブンカテキな、

シャレた、キカイとかがふえちゃ こまるとおもってしまう。

サンわりがた エラーじゃ イライラするかな。そうだ、キカイにもキュウジツをあたえれ

ばだ。ちょっと チツジョをふやさないとイライラするかな。ま、ブンカテキなセイヒン

をえらばなきゃいいのか。ま、ひとでも、チツジョのあるブブンとブンカテキなブブン

というように なんわりとかの　わりあいでなくみるのが　ありそうではないだろうか。

　

ヒャクゴ

　

ジョウホウがおかしいほうが、ものがおかしくなるよりいい。でも、デンサンキ、なん

て、デンキとジョウホウでうごくというと、ニンゲンの シンシンのレンカンににている

かも。でも、おかしいのは ジョウホウだと。ものがおかしいならコウカンしてになって

しまう。ジョウホウで うごくブンをすくなくすれば、ものとしてはまともになるかもし

れない。だから、セイヨウがダイジだったり。

ま、ニホンジンのショク、たべること、なんて、むかしからそんなにかわらなかったん

だろうが、メイジにはいってちょっとかわり、いまもかわりつづけているんだろう。つ

まり、ニンゲンをコウセイするのに、むかしとちがうブヒンを つかいはじめたというこ

と。だから、ニジュッセイキのセンソウは「すきやき」トウソウだったんだろうってお

もう。でも、たしかに そういうギュウニクをきりくずしたりしているから ニホンジン

はタイカクがよくなったんだろう。いつまできりくずしつづけるのか　わからないが、

まぁ、そういうジダイだ。センソウじゃないんだけど、きりくずしつづけるって。ヨー

ロッパでは、キンダイまえからのながいセンソウでうしをきりくずしたんだろう（●ハ

チジュウ）。それをヘイジに まねしなくてもいいのにとおもう。それで、ノウギョウに

キカイうし とかをつかってるんじゃネンリョウダイもかかるだろうな。そこにキンダイ

ノウギョウの　よわさがある。
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でも、いまシジョウにでまわっている、ギュウニクは、ガッシュウコクセイがおおい。

つまり、えらんだりしなければ、ガッシュウコクのセイブンをセッシュすることになる。

だから、いってみると、ギュウニクをたべるとガッシュウコクジンにちかづくことにな

る。そういうわけだから、ガッシュウコクぎらいなら、ギュウニクをたべるべきではな

い（ニホンのデントウシュをデントウヨウチクされたギュウニクもあるだろうが）。それ

は、ケンカになるからだ（ロクジュウサン）。サイアクあなたのからだが センジョウに

なる。もっというと、あなたがベイチュウタイリツを しんじるなら、そのどちらでそだ

てられたニクやノウサンブツをたべるべきではない。それか、どちらかシジするほうの

ニクやノウサクモツをたべればよい。どうせケンカになるのだから。そういう「ジミン

トウタイシツ（●ロクジュウサン）」をつくってきたのがセンゴナナジュウネンだ。その

ジミントウタイシツを やめられるかといったらなかなかむずかしい。ま、さかなと こめ

くってりゃなんだけど、ニクをたべてしまったり。だから、ジミントウがタイショウす

る。でも、シュギテキにドクリツをめざすのなら つよいシンネンで、ガッシュウコクセ

イのセイブンをたべなきゃいい。サイキンは、チュウゴクセイもふえたからきをつけな

いと、ジーツーロン（ガッシュウコクと　チュウゴクのツゴウでコクサイシャカイがシ

ンコウするというシュチョウ）がテンカイしたら、からだのなかにカットウをためこむ

ことになる。だから、イシキテキに、ホントウにキケンかどうかはともかく、セイジシュ

ギテキにチュウゴクセイヒンをたたく。それがよくいるニホンジンだろう。なぜならジ

ミンシュギを、すくなくとも、やめたくないから。だから、ダイブツシュギテキなひと

がチュウゴクセイのノウサンブツをたべるのはモンダイないが、むずかしいおおきな ワ

ゴウを からだのなかにかかえこむことになる。でも　それはむずかしいカダイだから、

わたしはセイヒンをセンタクしようと　おもっている。

　

ヒャクロク

　

すくなくとも「ジミントウタイシツ（●ロクジュウサン、ヒャクゴ）」でおさえたい。な

にしろこどものころに、ユウメイハンバーガーテンでハンバーガーをかってたべた。そ

れからちょっとあったが、そういうセンタクをしたのだ。しかたない。でも、ユウメイハ

ンバーガーテンがうりあげをへらしているときくと、チュウゴクセイのザイリョウをつ

かっていたのが きいているとおもえる。やっぱりすくなくとも「ジミントウタイシツ」

にあわせないと。

ま、ジキュウリツを あげられるようにとがんばれたらいい。なぜなら、ジキュウリツ レ

イ はニホンジンのおわりだからだ。たしかに、コクセキなどのジョウホウはのこる。し

かし、ニホンジンっぽいセイブンがないとなると ニホンジンの・・・である。いまのと

ころ、ジミントウがキンコウテンなんだろう。そのリョウタンもある。ドクリツ、キョ

ウチョウと。でも、ゲンジテンでジキュウリツ ヨンジュッパーセントだから むかしとく

らべてニホンジンのかずが ロクわりへっていることになる。まぁ、ジンコウがふえすぎ

たのかもしれないが。
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ヒャクシチ

　

キョネンのコウハンぐらいから、キョクをつくった。ことしのコウハンにイッコカキョク

シュウがしあがり、それからニコめのカキョクシュウができる。ほかにもカンガクシュ

ウをつくっていたので、ことしにはいって、キョネンからイチネンでナナサクのキョク

シュウを つくったことになる。

で、いまもカキョクシュウイッコはシンコウチュウだし、もうイッコのキョクシュウも

シンコウチュウだ。それで、ちょっと はたらきすぎているとおもう。イチニチイッキョ

クつくったらイチネンでサンジュッキョクシュウができる。でも、そんなはなしきいた

ことがない。だから、ちょっとゆっくりとおもっている。モーツァルトだってそこまでや

らなかっただろう。ま、きめこまかさがダンゼンにちがうが。せめて、イチネンでジュッ

キョクシュウまでつくるのをおさえたいとおもう。はたらきすぎだからだ。ま、なつば

はうみなり プールなりにいきたい。

　

ヒャクハチ

　

おやじがよくあじ（さかな）をたたきにしていた。なぜそうするのかは　やってみれば

わかると。そういうのがケッコウあるかな。

　

ヒャクキュウ

　

シャシンをとるときに、なんかいったりすることがある。「チーズ」なんていわれてもお

いしそうなかおすればいいのかと。でもサイキンになって、ポーズ（ふたつの ドウオン

ゴがあり、どちらかはわからないが）といっていたのが、シャレというか、テキになっ

て、そういうようになったと。

「バタバタ」するとか「ドキドキ」するっていうのもよみといてみると　おもしろい。ゼ

ンシャは、おいしいコケイタイのショクヒンと、センソウでつかわれるもので、コウシャ

は、エイゴの　なまりだとおもう。「なつバテ」というのもなつのホウゲキ（タイホウを

うつ）ってことでしょ。だから「しちゃった」だったら、「あついのにゴクロウさん」だ。

「バター」か「タイホウ」かってなんのことかとおもっていたら、「バター（ビーユーティ

ティイーアール）」か「バッテリ（ビーエーティティイーアールワイ）」かというダジャ

レだった。ま、ギロンはあったのでしょうけど。そこから、「バタバタ」するになったの

でしょう。

　

ヒャクジュウ
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ぎょうざも やはりショカツショウグン（●ロクジュウヨン）のセイヒンなのか。ショカ

ツショウグンのシッパイは、ジブンができないことをほかのショウグンに シンゲンした

ことである。ショカツショウグンがまもっても だめだったんだろう。だから ガイコウに

かけた。でもマンジュウが　できたんだから、ショカツショウグンはすごい。

ヒャクジュウニ

　

ガッコウのセンセイの いっていることがよくわからなかったことがあった。それは ラ

テンゴとか フランスゴとかをつかっていたから。たとえば、「バタバタする（●ヒャク

キュウ）」みたいなはなしだ。それについてチシキがあれば リカイできたが、まぁ、トウ

ジはそういうソヨウがなかったので リカイできなかった。でも、ジッサイにそのように

やってみたからわかったのかもしれない。なぜか「おぉ、シュよ」とかうたわされそう

になった。そのゴは ジブンがつくったキョクをうたったりしました。そういうケイケン

があったからリカイできることってあるようだ。

　

ヒャクジュウサン

　

フロイド（セイシンブンセキのソ）センセイのハツメイヒンは、つかいかたをふくめ ふ

たつある。ひとつはねいすで ゆったり。ガッシュウコクで　いわれていたと おもうがね

いすにころがってカシをつまむと。もうひとつが、おとなのおもちゃである。まぁ、フ

ロイドセンセイがテイショウしたような なまえはついていないとおもうが。

　

ヒャクジュウヨン

　

あるシリョウを シャカイガクテキにブンセキしていたら、ひとつのことにきづいた。そ

れは、いまはみえないようだが、ニホンには、でじまがコウゾウテキに イジされている

ということ。そのでじまを ブンセキするとまぁ あたらしめの なにかがうごいていると。

そんなにたかいものばかりがおおいわけでないから まぁ とりひきは しやすいんだろう

と。そのコウゾウはイジされつづけているが、コジンにもフキュウしているカノウセイ

がある。どちらがホンドかわからなくなるってことは なにかないと ないだろうけどそう

いうカノウセイはある。

　

ヒャクジュウゴ

　

きのうに てがみを おくることをかんがえたり、あしたなら ジョウケンシダイでタッセ

イカノウだ。だが、きのうのジブンがいないからとどかないだろうとか。ジカンってい

うのはウンドウリョクなんだとおもう。だからイチ「ロコモーティブ」ではかれると。そ

ういうのはむかしからで　チキュウのカイテンではかっている。そこまでおおきなウン
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ドウだと　なかなか　イチニチすすめるのは タイヘンだがまぁ、イチニチたつだろう。

ま、ひかりなんかでおなじようにかんがえている。

てがみはむずかしいが、デンシジョウホウならおくれそうだ。ジョウホウ、デンキ は チ

キュウのウンドウよりはやい。しかしどこにおくるかとおもう。きのうにおくっても、あ

したにおくっても、ジュシンソウチがなければうけとれない。

ジカンっていうのが ウンドウだとすると、カンゼンにセイシしている　なにかでは ジカ

ンがすすまない。しかし、ザンネンながらそういうなにかは みつけにくいんだろう。ウ

チュウだったら なにかにひきつけられたり。うごかないっていうのがフカノウだから、

ニンゲンはやがてしぬと。

　

ヒャクジュウロク

　

ウチュウのレキシを カセットテープがサイセイするとしたら、「オートリバース」にし

たらウチュウはおわらない。シィディだとちょっとまがあく。ただ、カセットテープの

ばあい、ギャクむきにカイテンさせないといけない。エンドレステープがもっともよい

かもしれない。

　

ヒャクジュウシチ

　

ゲンダイシャカイの モンダイはノウギョウセイサンを タンジカンで　おわらせてジカ

ンができたということだ。そのヨカというかを どうすごすか。ホンはむかしからあるが、

それをよんでヨカをすごすではなくて　コウギョウセイサンしようとか。コウギョウセ

イサンすれば　ゲンダイと　にたようなセイカツなんだろう。いまは、コウギョウチュ

ウシンなんだろうか。だから、サンギョウカクメイって。でもコウギョウセイヒンはた

ベられないわけだから。コウギョウセイヒンを あまりかわなければむかしっぽいセイカ

ツができるんだろう。

　

ヒャクジュウハチ

　

「モータリゼーション（ジドウシャシャカイ カ）」。くるまがあれば いろいろなものがか

いにいける。だからくるまをかう。でも、そういうみせにいってみても、ほしいものは

かえなかったりする。じゃ くるまはヒツヨウかとなる。セイカツがかかっているような

ひとが くるまをつかう　でいいのでは。アンガイかえないものはおおい。だからエンポ

ウからおくってもらう。「モータリゼーション」より「デリバライゼーション（ウンソウ

シャカイ カ）」だ。くるまより デンサンキにかねかけたホウがいいとおもう。
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ヒャクジュウキュウ

　

「ジョウホウ」は、まずしいもののカクバクダンかもしれない。しかし、どうも それを

ユウコウにつかうのはヨユウがあるひとなのではないか。チュウリュウカイキュウのひ

とがカクバクダンをつかうんじゃ さきは　くらいといえなくないだろう。いやならジョ

ウホウをみなきゃいいんだ。そういうわけで すぐにくみたてられないくみたてシキ テレ

ビをつかっている。

　

ヒャクニジュウ

　

サイキン、コウゾウシュギテキというかになってきた。わかいころは、ゲンバのコウド

ウをみてかんがえるとかだったが、いまはコウゾウシュギテキだったりする。そのシテ

キする「コウゾウ」がまとをえていなくても、すくなくともわたしの「シンリコウゾウ」

にはある。だからこそ、ゲンバのひとこととしてはいいんだけど、コウゾウにひびきそ

うな ことばはさけたりする。トクになにもないがいいとおもう。もっというと、しらぬ

がほとけである。

ヒャクニジュウニ

　

シャカイガクをしたりする。サイキンは、いわゆる、フィールドワーク（ゲンチチョウ

サ）、などしないデータガタをやったりする。それって ガイテキイッパンカ（ほかでもあ

てはまるか）は という といがでるが、ベツに シュミでやるブンにはそんなおおきいギ

ロンでなくてもよかったり。

そのシャカイガク、わたしは シツカンへのチョウセンだとおもう。だからいわゆる ひと

ばっかりとはいかない。コジンテキな イケンですが。シンブンをブンセキしてみると、

コジンではかえないような「おおもの」、たとえば、コクサイカイギだったりがサンわり

イジョウ ソンザイしているようだ。だから、そういう「おおもの」にチョウセンするの

は かねのつかえるシャカイガクシャでいい。なんらかのヘンカに セキニンをもてるのか

ともなるから。そういうシャカイガクは、ソウトウかねをもっているひととかしかでき

ない。

かねがなくてもできるのは、そんなにかねが かかりそうにないタイショウのケンキュウ

とか。ケッキョクちいさなケンキュウになってしまうが　まぁ しかたがない。そういう

イミでもコウゾウシュギテキになるっていうのはただしいかな。

　

ヒャクニジュウサン

　

リュウコウ（はやり）というのは、いってみればいろんなフクをきるということだ。で

も、ダイタイ のぞましさとかが あるからおとなになると　そういうのを きないんだろ

うとおもう。ベツにモンダイがなければ どんなフクをきようとなんだが。おとなになる
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ほどみえるリュウコウ、セツメイカノウな、がもてはやされるかも。でも、センソウが

あったから、それイコウのセダイについていえることかも。

ヒャクニジュウヨン

　

「ブンメイカイカ」っていうのもシャカイガクだったかもしれない。「イチオクソウチュ

ウリュウ」とおなじで、イッセイにショウヒをはじめたり。ニホンの キンダイシャカイ

ガクではイチバンのできかもしれない「ブンメイカイカ」は。で、どこかに「ブンメイ」

ソウみたいなものがあるわけかな。くきがなければはなはさかない。「カイカ」のジがち

がうかもですね。

　

ヒャクニジュウロク

　

いまおもうと、ガッコウっていうのは、まなぶ「なかみ」がダイジなのでなくて、まな

ぶ「シセイ」をタンレンする ばなのだとおもう。ホントウに まなびたいことは それぞ

れちがうわけでそういうのを イッコイッコやってられない。ただ、まなぶ「シセイ」を

タンレンしておけば、ジブンで まなぶことができるということだろう。

ただ、「なかみ」をジュウシしてしまうと、あとで わすれたりするてまがかかるようにな

る。いらないチシキだったりするからだ。だから、ホントウにヒツヨウそうな、イッカ

モクだけ、たとえばコクゴとか、まなぶとかでいいんだろうとおもう。

　

ヒャクニジュウシチ

　

なぜ、かみをちゃいろくするのか。タブンそれは、「ジユウ」のあかし、もしくは、「ジ

ユウシュギシャ」のあかしで、それがニジュウネン、サンジュウネンつづいている。ヘ

ンないいかたをすれば「ボウメイ」みたいなもので、いまでもイッテイスウ「ボウメイ

シャ」なり「ジユウシュギシャ」がソンザイする。みてわかるからいいが、サイキンの

わかものはそういう　トウショの こころざしみたいなのをわかっているかギモンだ。な

んとなく「ボウメイ」してしまうのだろうか。トウショはガッコウで キョウシたちと た

たかいながら タッセイしたみなりである。

　

ヒャクニジュウハチ

　

センシンコクビョウ（●サン）とはセンシンコクにおける、トウルイ（さとうなど）の

ケツボウである。どうしてもみなみにむきがちだ（トウルイがとれるから）。さらに、ネ

ンリョウももとめたりする。そういうシゲンをめぐって　あらそったり。うまくセツヤ

クしながらやっていけばいいが。
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ヒャクニジュウキュウ

ニクの センドをたもつためにレイボウしたり。トシには レイゾウコが　タクサンあると

おもわれる。ニクのセンドをたもつために レイボウしているのだ。あなたもレイゾウコ

にはいっていないか。

　

ヒャクサンジュウ

　

ニホンジンとブッキョウのかかわりはながい。センヨンヒャクネンほどまえ、ショウト

クタイシが、ダイブツをコンリュウしたといわれる。まぁ、ヘイワにキヨしたんだろう。

そうでなければ あちこちにつくるようでもない。ただ、「ブシ」がつよくなると、ドウラ

ンとなったり。ヘイアンコウキからそうだ。ただ、トクガワシによってまぁ ドウランは

おちつくこととなった。そのマッキから、シュウキョウウンドウがおこったとされる。た

だ、ダイブツをつくるでなく、くさのねテキにシンコウしたんだろう。そのときは、また

「ブシ」というか「グンジン」だ、がつよくなるときでもあった。しかし、そのとき、グ

ンジンよりシュウキョウカがつよくなることはなかった。グンジンセイジにより、ショ

ウワでは、センソウにハイボクするようなケッカとなった。また「ブシ」セイジがはじま

りそうなら、シュウキョウカがカッパツになるか。「テキ」がつくりだすものは「テキ」

である。

　

ヒャクサンジュウイチ

　

「ことば」がおよぶハンイがひろいほど やすみがすくない。コウリュウがふえればやす

みがすくなくなると。だから、ことばのだしすぎをひかえたりする。「クンシのまじわ

り・・・」ってやつである。どうも、サイキンのセイジにたずさわるものは、コクナイソ

ウセイサンがおおきいホウがよいとおもっているらしい。コクナイソウセイサンが おお

きいということは、やすみがすくない ということである。キュウジツをふやしつつ、や

すみをへらせとはいかがなものか。こたえは、ニジュウヨジカンエイギョウなのかもし

れない。

　

ヒャクサンジュウニ

　

「シャカイ ナイガンカ（なかまいりさせるみたいなかんじ）」より「ダツブンセツ（ブン

ルイしない）」のホウがいいかもしれない。まぁ、「カガク」はやめられないんだろうか

らむずかしいが。ただ、それは、ココのカンシンにオウじてやればと。まぁ、「しずか

な」カガクといったところか。カガクシンコウっていうのもむずかしいんだけど。きづ

いたら「ポリティカリー コレクト（ただしいいいまわしを するウンドウ）」みたいなこ
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といってる。

　

ヒャクサンジュウサン

ベッドのうえに ニクをおいたらなんかリョウリみたい。それを また　ベッドをつかって

はさむのが、エイコクのキゾクリュウ。ただ、おおきなベッドだと、ニクのリョウがす

くなくかんじてしまう。だからベッドにヤサイをおいたり。でもニクがよけりゃ どうす

るか。ベッドをハンブンにおってとか。そういうひとがおおいから、ベッドがちいさく

なってしまうのだろうか。

　

ヒャクサンジュウヨン

　

「ベンキョウ」するとかいうけど、そういうベンキョウって、「しんだもの」についての

ケンキュウっぽい。たしかに「しんだもの」の ケンキュウもダイジなのだが、それでは、

「いきている」ときが どうなのかわからない。ひょっとすると、「あれはああなんだ」と

セツメイするとき、もう、それは「しんでいる」のかもしれない。だからギロンが フモ

ウになったり。いきているように あつかったホウがたのしいかもと。ドウブツエンをみ

るような。

　

ヒャクサンジュウロク

　

にわにちょっと かわったはっぱがはえてきたことがあった。たべられそうなのでたべて

みたらおいしかった。だが、ザンネンながら、つぎのひには、ザッソウとおもわれカジ

ンにショブンされていた。

　

ヒャクサンジュウハチ

　

サイキンは、かんがえたりするブブンを、「あたらしいノウ」、ドウブツテキなブブンを、

「ふるいノウ」といっている。よのなかには、「サノウ」と「ウノウ」といういいかたがあ

るようだがまぁ、そうよんでいる。あまり、「あたらしいノウ」がカッパツだと、ねれな

かったりする。そういうときは、「ふるいノウ」をカッセイカさせるようにこころみたり。

　

ヒャクヨンジュウ

　

そういえば、わたしはショウギがすきで、いつか、「ニンゲンショウギ」をみにいきたい

とおもっている。ことし、カイジョウをしらべてデンシャのジカンもしらべたが、どう
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も、とまりじゃなきゃむずかしそうだった。ことしはだが、またコンドと。

　

ヒャクヨンジュウニ

　

ケッコウ、さきのような（「バタバタ」などである［●ヒャクキュウ]）ゲンゴケンキュウ

が　すきで、きのうもイッコみつけた。それは、あまりいいことばでないのだが、「バカ」

ということばである。なぜか、うまとしかとかかれたりする。まぁ、かならずしもだが、

タブンそうだとおもう。このことばは、ラテンゴからのハセイで、フランスゴやエイゴ

にものこっている。つまり「から」っぽ、だ。おまえは、「からっぽ」か、と、タブン、

シンポジンがいいだしたんだろう。そこに、そうです、とかこたえたらなんとつづけた

らいいか。わたしはイッシュウカンのキュウカチュウです、とか。

ケッコウ シンブンをみても、ガイコクゴを つかったりしている。サッコンではなかなか

ジュンニホンゴを はなすかたにはおめにかかれないともおもう。ガイコクゴなどをつか

うのは、メイジキにイッパンカしたんだとおもうが、「バカ」も そういうジキにニホンに

はいってきて、ジをあてたんだろう。

　

ヒャクヨンジュウサン

「デモ」はタンシュクゴだ。どうも、デモクラシー（ヘイミンシュギ）といういいかたの

ようだが、いまつかわれる「デモ」は、デモンストレーション（ジツエンコウドウ）、の

ようだ。これもジを あててしまえば、でどころを かくせてしまうレイかもしれない。

　

ヒャクヨンジュウヨン

　

「やきいも」を サイキンたべていない。はっぱをあつめてっていうのは、ケッコウゼイタ

クだ。かねがかかるかはベツとして、いしやきなんだろうか。そういえば、やきとうも

ろこしもおいしい。サイキンやたいをみないような。

　

ヒャクヨンジュウロク

　

わたしがすきなのが、クリームシチューをごはんにのせてたべるもの。ミートソースを

ごはんの うえにかけても やはりゴチソウ。ニホンでは　シュショクが ごはんだからそ

ういうたべかたでいいんだとおもう。カルボハン、カルボナーラ ごはんとか。

　

ヒャクヨンジュウシチ
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やっぱり ジユウってダイジだとおもう。シッパイすることは あるけど、シッパイをくり

かえしたくないだろうし。laissez faire（ジユウホウニン［●ヨンジュウサン］）でいいん

だと。なにかをえらばせることもできるが、やっぱり すきなものが すきだったりするわ

けで。ジブンでなにができて なにができないかが わかるだろうし。ジブンのしごともみ

つかるだろう。ただ ながしているとジカンをうしなったりする、わたしがそうだった。

でも それもガクシュウだし。

　

ヒャクヨンジュウハチ

　

ニホンジンはメイジイコウ、オウベイブンカをとりいれた。わたしは　そういうブブン

を「キンダイ」というが、ニホンの、ニホンジンの、コウゾウになってきているのだろ

う。なかなか「キンダイ」をつかっていないひとには であえなかったり、ヨウフクをき

ていないひともめずらしい。ちょっと「キンダイ」のブブンをケンキュウしたことがあ

るが、どうも うりあげがコウチョウそうなものばっかりだったようなきがする。だから

こそ、「キンダイ」かぶれしたひとがおおくなってしまう。ショウジキ、わたしなんかは、

ワフクをきられてもちゃんとたたんでしまえるジシンはないし、ケッコウ、キンダイか

ぶれだったりする。でも、サイキン「キンダイ」でなく、ガイコクゴとしてとらえるく

せがついてきた。さっきの「バカ」のはなし（●ヒャクヨンジュウニ）しかり。タイリク

ブンカとオウベイブンカ どっちが タイセツだといわれても、いいものがいいというかん

じだし。ただ「キンダイ」には うれすじのセイヒンがよくあるといえそうだ。やっぱり

このジュウネン、ニジュウネンでも「キンダイ」のセイヒンがうりあげをのばしている

のではないだろうか。

　

ヒャクヨンジュウキュウ

　

ヒャクネンまえぐらいは、「レンガづくり」のたてものでシッパイして、ヨネンまえくら

いは「ゲンパツ」でシッパイしたのではないだろうか。たしかにいいセイヒンなのだろ

うが、ジシンにはよわい。また、「シッパイ」したセイヒンをうごかしそうだが。

　

ヒャクゴジュウ

　

そういえば、ことしはガスがとんでいるのをみていない。ショウリョウはとんでいるの

だろうが、シニンできるくらいのノウドで とんでいるのは　みてないな。となりのくに

からとんでくるらしいが、カイゼンされたんだろうか。
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ヒャクゴジュウイチ

　

なぜ ウチュウがひろがるか。タブンウチュウのなかでのダンスが はげしすぎて、ウチュ

ウのそとにもエイキョウをおよぼし、おどることを、ヨウセイしてしまうのだろう。だ

から「ダンスする」ウチュウはひろがっていくと。チキュウジョウでも、「ジンセイ とい

うダンス」がくりひろげられている。

　

ヒャクゴジュウニ

　

なぜか ニホンではオンライン（ジョウホウツウシンモウ）ジョウのデンシブンショのま

とまりを「ホームページ」といったりする。ジツはそういうことばにまで コウコクが か

らんでいて、そうよばせるのかとうたがってしまう。スポーツで リヨウするスタジアム

にキギョウメイをつけたり というのはジュウネンくらいまえからある。そのセツでいく

と、トクにどのキギョウがつくるかは とわないが「ホーム（いえ）」というのを　コウバ

イしてもらいたいためにそういういいかたになるんだろう。あまり、きにしないことば

だが、じつは、「ホーム」のコウバイにキヨしていたか。

　

ヒャクゴジュウサン

　

マルクスはシホンカによる「サクシュ」があるといったらしい。その「サクシュ」をふ

せぐためにレンタイするのは、タブン ソレンのがんばりからもたしかなんだろう。しか

し、ロウドウシャがすぐにでもシホンカに　なれるかといったらむずかしい。それはそ

ういう、かねをウンヨウするドリョク とかについて シホンカのホウがはやくとりくみ

はじめたからだ。だから、シホンカがロウドウシャになるのもむずかしい。それは、ロ

ウドウするドリョクはすでにロウドウしている ロウドウシャのホウがはやくとりくんで

いるからだ。ケッキョク、マルクスとそのエイキョウがあったひとたちは なにをしめし

たかというと、「はやくドリョクしたひと」が　ほかのそうでないひとよりもユウリであ

る。ということではないだろうか（●ロクジュウゴ、キュウジュウ）。わたしはそれを マ

ルクスのキョウクンとよんでいる。

　

ヒャクゴジュウヨン

　

テレビゲームキと ビーだまどちらがいいか。わたしは ビーだまから　テレビゲームに

すすんだ。でもいまなら ビーだまだろうか。なんで、ゲームキにむちゅうになっていた

か。はじめて あるテレビゲームキをみたとき、おもしろそうとおもった。なにか かっ
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こいいはこだったから。おもしろいシンセイヒンというかんじだったろうか。それまで

のひとつのゲームだけができるゲームキは あるテイドつかうとあきてしまうのだろう。

しかし、そのゲームキはクフウがなされていた。それはカートリッジを　とりかえると

ベツのソウサあそびができてしまう。だから カートリッジをとりかえているうちはあき

なかった。そうやって ニジュッサイくらいまでやっただろうか。でも、それは、ソウサ

あそびにすぎないから、おもいでイガイなにものこらない。キカイとカートリッジもの

こるが。いまなんか、ビーだまをやってたときのホウがおもしろかったとおもう。ただ、

ショウギゲームにはキョウミがあるが。でも、そのゲームキのおかげで、レキシにキョ

ウミをもった。

　

ヒャクゴジュウゴ

　

なぜ、ニホンジンはエイゴができないといわれるのか、ふたつおもいついたことがある。

ひとつは、ガッコウで「アイプレイ ギター」とか いいカゲンなエイゴをいうようにうな

がされること。「アイ プレイ ギター」ならまだいいが、「アイプレイ ギター トゥデイ」

だったら、ホントかよってなる。「おまえ ギターもってなかったよな」って。そういうう

そつきエイゴばっかりやっているものだから いやになっちゃう。わたしもギターをひく

ようになりましたよ、ならさせられた、かもしれない。ただ「ウェル」かどうかはわか

りませんが。でもまだ、テニスはやっていません（●ニジュウニ、ロクジュウニ）。やろ

うとおもっていますけど。うそつきになっちゃうからね。

もうひとつが、よむことをジュウシすること。どういうことかというと、ジブンのいいた

いことをワエイジテンでしらべて いうのではなく、エイワジテンばかりをリヨウするこ

とをすすめられる ということ。たしかに、よむのにかずをこなしていけば、しらべたタ

ンゴを うまくつかっていうことができるのだけど、そのドリョクはジュウネンとかかか

る。それに　よまされるホンがジブンのカンシンにあっているともかぎらない。でも、う

まくつづけると、よむのはできるようになりますね。リョウをこなすっていうのが、ニホ

ンジンのゴガクシュウトクホウなんでしょう。わたしも　シンブンよむのにジュウネン

くらいエイワジテンをひきまくりましたよ。まぁ、いいエイゴのジュギョウとは、「わた

しはユウシュウな ロウドウシャに なります」とかエイゴでいわせることかもしれない。

　

ヒャクゴジュウロク

　

「ショウヒシャ」ということばがあるが、「ロウドウシャ」とか「シツギョウシャ」のし

たに「ショウヒドレイ」カイキュウがあるようにおもう。わかりやすいレイでいえばア

ルチュウとか。さけのショウヒを やめられず、また、ドをこしてさけをかってシャッキ

ンつくるとか。ほかのものでもそうだ。そういう「ショウヒドレイ」カイキュウにはな

らないようにしたい。シツギョウシャは さらにシツギョウしないが、そういうカイキュ

ウにおちるかもしれない。
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ヒャクゴジュウハチ

　

むかしナナジュウネンくらいまえだれかが「カーテン」とか いいだしたのかそういうこ

とばがのこっている。「てつのカーテン」と。しかし、タブンいわれたホウもきがきいて

いて、「カーテン」だったら「かべ」をつくりましょうとジッサイにつくってしまった。

「ベルリンのかべ」だ。「かべ」とは、「ウォール」ですね。それでめでたしめでたしとは

ならなかったが、そのうち「カーテン」っていわなくなったのか、いわせなくなったの

かで、「かべ」をとりはずすようになった。まぁ、その「カーテン」も　その「かべ」も

もしくはそれらのくみあわせが あまりいいセイヒンとはおもえなかったのかな。

　

ヒャクゴジュウキュウ

　

センゴ、ニホンジンは「ジミントウタイシツ（●ロクジュウサン、ヒャクゴ、ヒャクロ

ク）」になっていった。パンショクしかり、ギュウニクしかり、オレンジしかり。これら

のショクリョウは ベイコクサンだから、ヨウするにニホンジンのからだが、ベイコクサ

ンで あるテイドコウセイされるようになったということ。それを「ジミントウタイシツ」

という。だから、ソレンががんばっていたレイセンキ、ソレンセイのノウサクモツをた

べていたら、ガッシュウコクセイのセイブンとカットウをおこしただろうし、チュウゴ

クが　がんばっているとき、チュウゴクセイをたべれば、やっぱりガッシュウコクセイ

のセイブンと カットウをおこす。いまはセンタクシがあるから、ニホンセイをたべるの

もよいし、ガイコクセイをたべることもできる。しかし、ながねんジミントウタイシツ

で やってきたことを わすれてはいけない。イジならガッシュウコクセイだ。カットウが

ありそうなうちは そのチイキでつくられたたべものは ひかえたほうがよいとおもう。

　

ヒャクロクジュウ

　

なんかのやくについているひとを、「サービスマン」でなくて、「サービス パーソン」と

いうかんがえかたがある。「マン」だと おとこだから おんなにそうよぶのはということ

で「パーソン」にするようだ。しかし、それにもモンダイがある。「パーソン」の「ソン」

はむすこだからむすめがふくまれないのではないかと。で、「パーパーソン」といっても

ずっとモンダイがつづく。だから、「パーチャイルド」ならいいんじゃないかと。でも、

「チャイルド」じゃない。しりません、わたしは。

　

ヒャクロクジュウイチ
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しゃべるはやさが はやいホウがしごとがはかどっているといえないか。セツメイなんか

も、しゃべるはやさがニバイなら、ニブンのイチのジカンですみ、ほかのしごとができ

る。ながいといわれるカイギもサンバイのはやさのしゃべりなら、サンブンのイチのジ

カンでおわる。それなのになぜ ガッコウに、ニバイソクコースとかサンバイソクコース

がないか。おしえられるひとが いないのかもしれない。

　

ヒャクロクジュウニ

　

「われ おもうゆえにわれあり。」というひとが いたらしいが、わたしは「われ あるくゆ

えにわれあり」とおもう。ニンゲン、あるかなかったらあたらしいハッケンはない。ホ

ンをよんだり、デンブンに ふれたりするのもおおきなイミでの「あるく」だ。あたらし

いハッケンがないとシコウはほとんどおなじことのくりかえしだろう。だから、シコウ

をすすめたきゃあるきなさいとなる。「あたらしいハッケン」をすればかんがえるから、

デカルトフウに、われあり、となる。

　

ヒャクロクジュウサン

　

「ジュウリョク」というのはそもそもないのだとおもう。じゃあ なぜ　りんごが きから

おちるんだという。それは カイテンの チュウシンに　むかうちから だとセツメイする。

チキュウが ジテンしている カイテンジクのチュウシンにむけてうごいた と いえるだ

ろう。それをわたしは「うずまきリョク」という。しおのうず（うみの）のヨウリョウ

だ。そうすると、なぜチキュウや カセイなどのワクセイが タイヨウのまわりを　まわる

かセツメイでできる。つまり うずをまいている ということだ。でも それじゃワクセイ

は タイヨウのホウに イドウして ぶつかるじゃないかというかもしれない。しかし、タ

イヨウは エネルギーというかひかりをはなっている。そのひかりのちから、おもさとい

うか、でキョリをたもてる。だから、タイヨウがエネルギーをハッしなくなったら、そ

れを「ブラックホール」というかもしれないが、チキュウをはじめ、タイヨウケイのワ

クセイは、シダイにヘンカしたタイヨウに ちかづきショウトツしてしまうだろう。つま

り、「りんご」もチキュウの ジテンにヒッテキするちからがくわわればおちない。ただ、

それがないだけだ。だから、チキュウのジテンがなくなれば、ひとはチュウにうくよう

になるだろう。でも、ニュートンのジダイには、テンドウセツがまだはばをきかせてい

て そういうことをいいづらかったのだとおもう。だから、ダキョウとしての、「ジュウ

リョク」だったのではないだろうか。もっとも わたしはニュートンについてくわしくな

いので、ジカンがあったら しらべようとおもうが、ニュートンがどうかんがえたかは セ

イカクにはわからない。

でも、こうかんがえるようになって、なぜ ワクセイが カイテンするのかというなぞがと

けた。「かみ」の なせるわざだとかかんがえなくてすむようになった。
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ヒャクロクジュウヨン

　

「あるくゆえにかんがえる（●ヒャクロクジュウニ）。」ホンをよむのもおおきいイミでは

そうだ。おなじホンを なんかいもよむのと、よむたびにちがうホンを よむのでは ケッ

カがちがってくる。モチロン、おなじホンをよんでも イゼンとちがうカンソウをもつこ

とはあるだろう。しかし、「かんがえる」、「ハッケン」というサギョウからいうと、ちが

うホンをよんだほうが、それらはおおくハッセイするだろう。この「ハッケン」なり「か

んがえる」を「ノウトウ（あたまがうごく）」するということにする。ノウトウするとシ

ンカするかんじだから、シンカをおさえたければ、サコクとか、セキショをもうけたり

するのが ユウコウだろう。ただ そのドがすぎてしまったのがえどジダイだろう。ショガ

イコクとさがついてしまった。シンポのないヘイワとはおそろしいものだ（ここちいい

ような きもするけど）。だから わたしもノウトウさせている。

　

ヒャクロクジュウゴ

　

ニンゲンの「ノウトウ」はケイソクカノウである。デンジケイでも シツモンシでもいい。

それではかられたブンだけハッセイしていることになる。ところで、ニンゲンそのもの

については、タヨウセイがあるとされる。あるテレビばんぐみをみて、「わらいごえ」も

イッショにながされることがある。タブン、「おおきな、シャカイセイがたかい」わたし

なら そのとき わらうんだろう。しかし、「ちいさなジコシコウの」ジブンは そのとき わ

らえなかったりする。テレビばなれがなされている というから、「ちいさな」ジブンがつ

よいのかもしれない。ゲンダイは、キョウツウセイより タヨウセイがシコウされている

のかもしれない。たしかに、ユウメイカシュがうたっていた。

　

ヒャクロクジュウロク

　

ガッシュウコクセイのギュウニクをたべ、ガッシュウコクセイのこむぎをたべるひとは、

ジミントウタイシツ（●ロクジュウサン、ヒャクゴ、ヒャクロク、ヒャクゴジュウキュ

ウ）といえるだろう。ジミントウは、「ニチベイアンポ」をすすめたし、ガッシュウコク

セイのギュウニクや こむぎを ユニュウするようにした。あるハンバーガーや（それも

ガッシュウコクキギョウのケイレツだ）もやっぱりうけている。その「ジミントウタイ

シツ」のひとは、たべものが、ガッシュウコクジンとにかよっているゆえに キンジセイ

をもつだろうと。たしかに イデンシはニホンジンだろうけど、からだをつくる ブヒン

が ガッシュウコクセイもまじるということだ。サイキンよくみる、セッケイはニホンで

やっているが、セイゾウは ガイコクというセイヒンににている。だから、ガッシュウコ

クのひととケンカしにくいだろう。サイキンは、チュウゴクセイのたべものがあるから、

「シンチュウゴク」タイシツのひともいるだろう。そういうタイシツのひとも、やっぱり
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　チュウゴクジンとケンカしにくいだろう。

　

ヒャクロクジュウシチ

　

だれが どうした、とか なにがどうした、とか、そういうジョウホウは ダイジだろうか。

タブン、カンシンのあることがらについてはしりたいんだろう。しかし、カンシンのな

いことについてはしりたくない。その「しる」についての「センタク」は アンガイむず

かしかったりする。テレビだ ラジオだつけていても、カンシンのないこともホウコクし

ていたりする。それならと「ダツチ（しらない、わすれるなど）」することもできる。ヨ

ウするにホウコクをうけないだ。

なにが どうしたといっても、それはだれかのケンカイであって、トウケイテキにユウイ

（トウケイガクテキにただしい）といえるなにかであっても、はずれチ（かたよっている

あたい［ばあい］）があるわけで、わたしのケンカイではないから、あえて、しらずに、

ジブンでなにかをカンサツしたりして、ジブンのケンカイをもつことをしてもいい。だ

れかの、ケンカイがダイジなわけじゃないから、そういうのを「ダツチ」すると、だれ

かのかわりにロンソウするみたいなのが へっていいとおもう。

　

ヒャクロクジュウハチ

　

「シミンウンドウハ」といわれるようなひとたちは、ふたつのシッパイをしたはずだ。ひ

とつはやっているしごとをホウキして、シュウニュウがへったこと。もうひとつは、「セ

イジテキ」なことをしてシュウニュウが えられなかったことだ。わたしもいまではだが、

わかいころは、「セイジテキ」なことにちからをいれてしまい、シュウニュウがのびな

かったことがあった。だから、ウェーバー（ドイツのシャカイガクシャ）は「ニチジョ

ウにかえれ」といっていたようだが、ウェーバーをよむのがおそすぎた。いまでは、そ

うしたハンセイをいかし、「セイジテキ」なことはひかえるようにしている。

　

ヒャクロクジュウキュウ

　

キュウジュウネンダイの「シャザイガイコウ（●キュウジュウハチ）」はよくなかったと

おもう。あやまっておわりみたいで。おとながそんなだから、ショウネンハンザイがふ

えたのではないか。どうせ あやまっておわりでしょと。しっかりやることがダイジだと

おもうが。それでもまだ シャザイヒョウメイをヨウキュウされてしまう。しっかりしろ

と。むかしだったらちゃんとガイコウが できたはずだが。

　

ヒャクナナジュウ
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セイフがジンコウを ヨクセイするようなセイサクをとると、かくれたひとが できてしま

う。テキセイスイジュンが あぁだから、それは ヨジョウとか。ショクリョウが あるか

ぎりはダイジョウブそうだけど、まぁ　そういうセイサクを とってしまったり。でもチ

キュウジョウの ジンコウはもっとふえるんだろうか。

　

ヒャクナナジュウイチ

　

サイキンは、いえでガメンをみながらかいものができる。しかし、きをつけないと、よ

けいなジョウホウをシュトクしてしまう。なんかのセイヒンジョウホウだったり。それ

をみると、セッケイがわかったりするから、セイゾウをするニンゲンにはむかない。タ

シャのセイヒンを ケンキュウしてセイヒンをつくったとすると、ニキュウヒンあつかい

だろう。だから、そういう、セッケイズはみないにかぎる。「しらぬがほとけ」、わたし

にいわせれば、「ダツチ（●ヒャクロクジュウシチ）」である。

　

ヒャクナナジュウニ

わかいころ、「カラオケ」がにがてだった。ベツにジブンの オンガクをやっていたのだ

が、そんなものはカラオケのキカイに はいっているわけがない。で、しょうがなくエイ

キョウをうけたキョクとか エンカとかうたったり、うたわなかったりするのだが、なん

かいごこちがわるい。いまおもえば、「カラオケ」っていうのは、「サクシャ」の、また

は「カシュ」の「こころ」をよみあげるわけだから、そういう「こころ」についてのカ

ンジュセイがあったほうがよい。しかし、それがとぼしかった。いまなら　エンカをう

たうんだろうか。イッポウで、コスプレなんてものもある。あれは、いまでも わからな

かったりする。おかねやロウリョクを つかってヘンソウする。たのしいのだろうか。

　

ヒャクナナジュウサン

　

コーヒーと ミルクがリコンしたらどうなるか。おいしいコーヒーギュウニュウがのめな

くなってしまう。カカオと ミルクが リコンしてもこまってしまう。でも、ニホンジンな

ら、さかなと ショウユが リコンしたらこたえるのでは。ショウユのかわりってなかなか

ないかな。

　

ヒャクナナジュウヨン

　

ひらがなは まるっこくてかわいげがある。しかし、カンジは どちらかというと、チョク

センテキでトシテキな かんじがする。チュウゴクの レキシテキトシは、チョクセンをコ
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ウサしたりで ほぼ シカクにコウセイされている。ジョウヘキをつくるうえからも そう

したセッケイになるのだろう。だから、そういうかんがえかた、ブンカが カンジをハッ

テンさせたりしたのだろう。しかし、ひらがなは むかしニホンも チュウゴクのチョクセ

ンテキトシのようなトシ、ヘイジョウキョウ、ヘイアンキョウをつくったにもかかわら

ず、できあがった。それからかんがえると、ニホンのばあい、トシのシハイとかブンカ

がチュウゴクとくらべ、よわかったのではないかと。ゲンダイになって、チホウブンケ

ンなんていうけど、むかしは それができていたんだとおもわれる。

　

ヒャクナナジュウゴ

　

サイキンになっておもうのは、「ジコジツゲン（マズローハクシ［ガッシュウコクのシン

リガクシャ］のいうもの）」というのがゴカイされていて、ゴヤクだったのではないか と

いうこと。ダイタイこのことばをきくと、ジブンのやりたいことを タッセイするという

ようなイミでとらえるとおもう。しかし、わたしは、そういうことじゃなくて、ジブンの

やりたいことをやりつつ、かつ、それが タシャにも リエキになるということでは　ない

かとおもう。それってむずかしいから、マズローハクシはタッセイダンカイの ジョウイ

に それをおいたんだろうとおもう（ほかには、たべものにフジユウしないダンカイ、タ

シャにショウニンされるダンカイなどがある。）。だから、ジブンのやりたいことをやっ

ただけでは、その、ジコジツゲンとはいえないのだとおもう。たしかに、ジブンのやり

たいことをやるのは、そのタッセイカテイの イチブだ。しかし、どうもゲンロンテキに、

「ジブン」のことばかりキョウチョウされていたとおもう。だから、ヤクのイミとしては

「ジタジツゲン」なんだとおもう。ゴカイのないようにヤクせばそうなる。

　

ヒャクナナジュウロク

　

なぜか チュウカそばをたべたくなったりする。ニホンのチュウカそばは ほとんどエイヨ

ウがない（レイガイテキにチャーシューがある［そんなにやすくなかったりする］）。そ

れなのにである、レイセイにかんがえると ギュウドンやに いったほうがいい。しかし、

なぜかたべたくなってしまう。まぁ、しるが よいのだろうか。しかし、ニクじるのぬけ

たニクと　ニクジルならニクジルのぬけたニクをえらぶはずだ（●サンジュウサン）。し

かし、ニクじるが　いいときもあるということか。

いや、ニクじるのうまさにユウワクされているんだと。きをつけないといけない。ただ、

マイニチたべたいわけじゃないので、たべたくなったら　たべたらとおもう、わたしは、

マイニチたべていたジキもあったが、さすがにやせた。

　

ヒャクナナジュウシチ
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トシは セイサンしないのだからちいさいホウが いいじゃないかとも　おもう。しかし、

ゼイキンがトシ、シュトにあつめられ、トシ、シュトでつかわれるから それなりにトシ、

シュトはハンエイする。もし、ドウシュウセイがはじまったら、シュトはそれほどさか

えないんだとおもう。まぁ、スイタイするトウキョウをみたいわけでもないが。

　

ヒャクナナジュウキュウ

　

ゴ、ロクネンまえは ホンをネンカンゴジュッサツくらい よんだだろうか。そのおかげで

ホンをつんだりした。ま、それからホンだなをつくって、おさまるようにしたが、その

うち おさまりきらずあふれるようになった。しかたないので、よみかえさないであろう

ホンはふるホンやで ショブンした。それでも おさまりきらなかったり。ケッコウよまな

いであろうホンがある。しかし、いつかよむであろうととっておく。そんなだから、ホ

ンのフロー（カイテン）がわるくなる。おもいきって、フローをよくしたいもんだ。

　

ヒャクハチジュウ

　

ふるホンやで ホンをみつけるのがジュウサンネンぐらいまえからの　シュミで、ジュウ

ネンイジョウふるホンやに たちよったりしていた。しかし、いまごろは、ふるホンをよ

みつくしてしまったカンがあるので、あまりふるホンやにはいかない。ダイタイ、チョ

シャをキジュンにして ふるホンをかっているので、ハッコウされているのをゼンブよん

でしまえば　かうことがなくなる。シンキ（わたしにとって）のチョシャのホンは、キョ

ウミがあればかうが、なかなかであえなかったりする。もっともホンを　よむジカンを

サイキン あまりとってないから、シンキのチョシャでよさそうなものがあってもかわな

い。まずは、ホンだなから とりだしてよむのがさきだろう。でも、あまり やすみがな

かったり、ジカンを ユウコウにつかってなかったりで なかなかよめない。まぁ、かうこ

とがすくなくなったので、ホンがあふれるということは なくなってきたが。

　

ヒャクハチジュウニ

　

ヨーロッパでは、シュウキョウカイカクなどで ひとのあつまり というかがばらけた。そ

のゴ、センソウをしだした。このシジツからいえるのは、ちがうとかベツだといいはじ

め そうしてしまうと、「ベツもの」だからとフンソウになってしまうことがある。という

ことだ。だから、ヨーロッパは、もうイッカイゴウイツしようとしている。それはただ

しいとおもう。ニホンでは、ドウシュウセイとかいうが、やっぱりしっかりしないとセ

ンゴクジダイのようになりかねない。「ちがう」とか「ベツ」にはチュウイしなくてはい

けない。
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ヒャクハチジュウサン

「あるくからかんがえる（●ヒャクロクジュウニ、ヒャクロクジュウヨン）」、かんがえる

とドクトクのイケンを もったりする。それをセイヒンにすればドクトクのセイヒンがで

きる。だから、ヘンカをもとめないとなると、「サコク」や「セキショ」をつくるのがい

いホウホウであろう。つまり、イドウにセイゲンをかける。まぁ、えどのころにやって

たんだろうけど、そのおかげで、ブブンテキにはヘイワだっただろうが、コクサイテキ

にみるとよわくなってしまった。ケッカとして ギジュツなどを ユニュウしてがんばろう

としていたのだろうが、まぁ、カットウになってしまった。やっぱりあるかないとだめ

なんだ といえるだろう。しかし、ヘイワなジダイにはきらわれるかもしれない。なにか

センモンテキな しごとをしているとなかなかあるくジカンがなかったりする。でも、あ

るくようにしたホウがいいだろう。

　

ヒャクハチジュウヨン

ブツゾウは リツゾウもあるが、ダイブツというとすわっているものが　おおいとおも

う。しかし、ガッシュウコクのニューヨークにあるゾウは、あれも おおきいようだが、

たっている。あれも、ダイブツとみなせば、めずらしい、ダイブツとなる。「トウヨウの」

ダイブツはすわっているが、「セイヨウの」ダイブツは たっている（トウヨウにもたって

いるダイブツはあったとおもう）。なんか、「センシンコク」と「ハッテントジョウコク」

のはなしみたいだ。たっているのは、ロウドウをしているからと。ロウドウが よしとさ

れる。ニホンジンにもちいさい「たっている」ダイブツが おくられたというから（トウ

キョウのオダイバにある）、やっぱり　ニホンもセンシンコクなのだろうと。のどかなの

もいいとおもうが、やっぱり、「ロウドウ」だろうか。「ケイキがよかろうが、ロウドウ

だ。」というイが ふくまれているようなきがする。

　

ヒャクハチジュウゴ

テレビジュゾウキ。わたしが こどものころからすでにあったが、おもいだしてみると、

しろくろ、テレビもみていたキオクがある。ほかに、きの フレームが つかわれている

テレビジュゾウキとか。いまおもえば、きのフレームのテレビはすごい。さがせばてに

はいるのだろうが、あの、インキョクカンテレビのおもさをコウリョすると、かっこい

いのだが あまりほしいとはおもわない。そのテンわたしはあまりヒョウカしていなかっ

たが、エキショウテレビのかるさ、うすさは ヒョウカできる。だが、ちいさいサイズの

ものはあまりうっていないきがする。ジュウヨンガタとか　そのくらいのおおきさだと

ジャマにならなくていいとおもう。しかし、いまのデンサンキにチューナーをつないで

みているので、わざわざ スペースをカクホしてかいたいとはおもわないが。まぁ、ちい

さいのがいい。
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ヒャクハチジュウロク

わかいころ、なぜか ケイタイカノウなデンサンキを もちあるこうとしていた。そのため

に デンサンキがはいるかばんをかったり。しかし、ジッサイにデンサンキを もちあるい

たのはガクセイのときだけである。ま、ガッコウのをつかってもよかったのだが、まぁ、

アイチャクがあったんだろう、もちあるいていた。だからくせといえば くせだ。しかし、

それでジッサイにやくにたったのは、みちがわからなくて、チズをケンサクしたときだ

けだ。コウシュウデンワにセンをつないで チズのジョウホウを　シュトクしたそのイッ

カイだけ。デンサンキはそんなにかるくないし、もちあるいても、アンガイつかわない。

モジをうつだけならコガタデンサンキがいい。ポケットにもはいるし かるい。で、なお

かつジもうてる。わたしのは、カンデンチクドウだからデンチぎれのシンパイもない。た

だ、ザンネンながら、そういうのはいまあまり つくられていないようだ。モジをうつに

はチョウホウしているのだが。

　

ヒャクハチジュウシチ

　

エイゴをよんでいると、そのうちラテンゴにぶつかる。きにしなきゃ そのままよみつづ

けるのだろうが、ひととおり よもうとおもったら ラテンゴのジジョがヒツヨウだった

りする。わたしも そんなかんじでラワジテンをかった。それはそれで、ニホンゴヤクを

ひけるからいいのだが、ギャクに ニホンゴをラテンゴにヤクしたいとかなると、そのジ

ショではおてあげ。ホンやでワラジテンがないかとさがしたが しばらくみつからなかっ

た。サイキンようやくひとつみつけた。なんか キチョウなような きがしたのですかさず

かった。センモンテンにいけば あるのかもしれないが、いまのところそのイッサツだけ

しかしらない。まぁ、いいしごとをしているひとがいるもんだ。

　

ヒャクハチジュウハチ

このまえたべホウダイのみせにいった。ニクとヤサイ、ちょっとのリョウリがたべホウ

ダイ。で、モチロンというか、ショウブにいっているかんじだったので、ニクをとにか

くたのんで、ショウリをつかもうとおもった。わたしのケイサンでは ニクをニジュッさ

ら カンショクするとソンエキブンキテンにタッする とのことであった。だから、ニクを

とにかくチュウモンした。ジュッさらあたりまではケンチョウにたべていたが、それを

こえると、ヘンカがほしくなった。おろしショウガをまぜてみたり、つけものをたべて

みたり。そういう、ドリョクをしたのでたべすすめられたが、ジュウロクさらで チェッ

クアウトにいたってしまった。まぁ、ジンケンヒとか チンリョウとかふくめれば、ひき

わけぐらい とかんがえつつも、モクヒョウにはとどかずであった。しかし、またチョウ

センしたいとおもっています。マンプクにはなったし、おいしかった。

　

ヒャクハチジュウキュウ
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ジュウイチ、ニネンまえ あるどんぶりごはんを カイハツした。あかどんぶりなのだが、

つくるのにはてまがかかるし、できているソザイを かってくるとたかくなってしまう。

しかし、サイキンは、ベツのヨウトにいいセイヒンがでていて、それをつかうとおいしく

できる。たまごをおとして、あかだまどんにしてもいいし、チーズをちらしてあかニュ

ウどんでもいいし。なにかフウだけど、あかヤ（サイ）どんにもできる（ちなみにドクジ

カイハツです）。まぁ、つぎは ニクものものっけてかんがえたいなと　おもっています。

　

ヒャクキュウジュウ

　

むかしばなしのついでにもうひとつ。さきのあかどんぶりかこのあとでセツメイするの

が、わたしが イチバンはじめに かんがえたリョウリである。だから このリョウリは、ニ

バンめか、サンバンめにかんがえたものである。

こどものころに、あげたうすぎりの じゃがいもがふくろづめにされているカシ（ヒャク

ゴジュウエンテイド）をみつけてたべていた。ほかにそのてのカシには、こむぎをつかっ

たもの、とうもろこしをつかったものがある。その、うすくきったじゃがいもをあげた

ものは、はじめ、スウシュルイのあじつけしかなかったが、キュウジュウネンダイ、レ

イネンダイと　シュルイがふえた。そのひとつをつかって、ほかにかった ショクパンに

はさんだ。それをなんていうかトクにきめていないが あげうすいもパンと とりあえずよ

ぼう。それがわたしのゲンテンのような リョウリである。うすくきったじゃがいもをあ

げたカシに あじつけされているので そのあじをかんじながらたべていく。それが ショ

キのサンサクのうちのひとつ。

　

ヒャクキュウジュウイチ

　

もうひとつが、ショクパンをつかい、あみでそれをやきながら、そのうえにココアパウ

ダーをかけるもの。みっつのうちどれもがゲンケイは　エイヨウがすくない。でも、そ

ういうものでもおいしかったとキオクしている。

　

ヒャクキュウジュウニ

　

なぜ、セイヨウでは ドソウでニホンでは カソウなのか。タブン ニホンでは ごみをやく

から ごみドウヨウにニンゲンも やかなければならないのでないか。だから、ごみをやい

たりしなければ、ニンゲンも やかなくていいのかもしれない。たしかにムダにやいてい

るきもする。ごみをださないことがダイイチだが、うまくジュンカンさせられるものは

ジュンカンさせればいい。ジュウネンくらいまえから、もえるごみとサイセイさせるご

みとかに わけるサギョウをしているが、もやすごみはへったんだろうな。ヘンなことを

かんがえてしまった。カソウジョウでハツデンって。「まるまるさん、あのかたはばつば
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つワットハツデンされましたよ。」「いやいや、まるばつさんは、ばつまるワットだから

まだおよびませんな。」とか。

　

ヒャクキュウジュウサン

　

サボる とかいうよくいわれそうなことばがある。しかし、このことばも ニホンゴだとお

もっていらっしゃらないだろうか。アンガイ そういうのに ビンカンになってしまえば

こたえははやい。こたえは、サボタージュ。その「サボ」とらギョウゴダンカツヨウの

シュウシケイの「る」。そういうことばはほかにもあるが、チュウコウセイにわかるかと。

わたしが　チュウコウセイのころは、フランスのことばもいわれた。なんとなくわかっ

たようなきがしていたが、わりとサイキンになってそのイミがわかったり。トウのセン

セイも ホントウに わかっていたのかとおもってしまったり。だが、そういえば わりと

そのとおりにしていたりするからおもしろい。なんていうのだろうか、あたまでは、と

いうか、イシキでは、わかっていないのだが、シンタイテキにそうしてしまったり。そ

うかんがえると わりと すなおなガクセイだったのかとも おもってしまう。だから、ひ

どいイミがかくされたことばを キョウシのたちばで いっては いけないんだとおもう。

　

ヒャクキュウジュウヨン

　

「チャントしろ」なんてことばがある。わたしはこれをいわれたひとが、いわゆる、ニ

ホンゴテキな「チャントする」んじゃなくて、うたをうたいだすんじゃないかと キョウ

ミをもつ。「チャント（ニホンゴ）」、がはやかったのか、「チャント（シーエイチエーエ

ヌティ）」がはやかったのかはしらないが、まぁ、ことばはニホンゴにかぎらないから、

そういうテンカイもありうる。「ことばはハツゲンシャの イトとはベツにイミづけられ

る。」ともきいたことがある。まったくそうかもしれない。

　

ヒャクキュウジュウゴ

　

ニホンジンは「チョウジュ」といわれているが、ショクリョウのジキュウリツは ヨン

ジュッパーセント。カンサンするとハチジュウネンいきたひとの ヨンジュウハッサイブ

ンは、ユニュウということになる。だから、なんかのリユウで ショクリョウユニュウが

テイシされると、ニホンジンのジュミョウはサンジュウニサイにちかづいていく。それ

なら ユニュウにたよらずになんだがあまりうまくいっていないようだ。キカイものを

うって、「ジュミョウ」をてにいれるなんてまるで レンキンジュツだ。

ヒャクキュウジュウロク

　

ゲンダイは、「トシ」がひろがって、おおきくなっているとおもう。「トシ」はいいとこ
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ろかといわれると わたしは ノウソンのホウが いいとおもう。そんな「トシ」をひろげ

ないドリョクができるか。こたえはカンダン。ゲンゼイすればよいのである。なぜなら

「トシ（シュト）」にながれるおかねがへるから。そういう「トシ」カクダイを ふせげる

であろうか。

　

ヒャクキュウジュウシチ

　

シコウをすればするほど、そのカテイの ロンテンがふえていく。そのすべてがただしけ

れば、「セイロン」といわれるのだろうが、まぁ、ケイトウジュテキにみれば、シコウす

るほどそのかずが ふえていく。ひとはかならずしも、ただしい といわれるケンカイをと

るわけで ないだろうから（まぁ トウケイの ユウイスイジュンみたいなはなし。カンタ

ンにいえば「ゴサ」があると。）、シコウもすればするほど、その、ギロンへの「シジ」が

へっていく、「シジ」がブンサンするからだ。だから、もっともユウシュウなシソウカは、

「おなじこと」しかいわないであろう。「セイジカ」は、シソウカ、とちがうかもしれな

いが、サイキンは「ニンキ」をもうけて、「セイロン」レースをする。なぜ「ニンキ」を

もうけるかというと、それイジョウ「セイロン」がつづかないのであろう。ゲンダイの、

コウホウ（ホウソウやシンブンなど）があるシャカイでは、なにもいわないのは むずか

しいし、あえて、「バキャク」をあらわさせてやろうと シツモンすることもある。こうし

た コウホウジンのシツモンに「シジ」をおとさずにこたえられるのは、ながくてヨネン

なんだろう。つづくとハチネンと。だから、まるまるハクシがそういっていたとか、まる

ばつセンセイの セツではとかいえばながもちするかもしれないが、いまのジダイ、その

まるまるハクシがシジをしなければ セイロンじゃないとなってしまうかもしれない。だ

から、むかしのことばとか、しんでしまったひとがいっていたことばをいうのかな。「セ

イロン」レースはきょうもつづく。

　

ヒャクキュウジュウハチ

　

ニンゲンには、「ふるい」ノウと、「あたらしい」ノウ（●ヒャクサンジュウハチ）がある

とおもう。カイボウガクテキには、「あたらしい」ノウは「あたらしい」とされているよ

うだ。では、「あたらしい」ノウはなにをしたかというと、それまで、なかった、あたら

しいものをつくったか、「あたらしい」ものをつかうために できたんだろう。あたらしい

なにかが できたりするまでヒツヨウなかったんだから。まぁ、「ショッキ（ドキなど）」

なんかがイチバン はじめのころに つくられた ニンゲンのハツメイヒンではないだろう

か。それ　イコウ、ことあるごとに ハツメイヒンが ツイカされいまにいたっている。み

まわすと、ハツメイヒン だらけというところもあるんだろう。「ショッキ」がさきにでき

たのか、「あたらしい」ノウがさきにできたのかはわからない。しかし、いままでないも

のをつくっているうちに、「あたらしい」ノウができたとはスイソクできる。いままでに

ないサギョウをするわけだから。そのできた「ショッキ」を つかうホウも やはりいまま
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でしていなかった サギョウを するわけだからやっぱり「あたらしい」ノウが　できあが

る。そんなハツメイヒンがふえるごとに「あたらしい」ノウがふえていったと。まぁ「あ

たらしい」ハツメイヒンの ほとんどはホンシツテキには フヨウだろうが、そうはいって

も ジンルイシをヒテイできない。なぜなら わたしも、ハツメイしてしまうからである。

　

ヒャクキュウジュウキュウ

　

「ダルい」ということばがある。これもどっちがさきだかわからないが、「ダル（ディユー

エルエル）」ということばににている。キンダイにできたことばでは ないようだから ど

こかでコウリュウがあったのかとおもう。えどキに コウエキをゲンテイしたというイン

ショウがつよいから。でも そのまえなんだろうとおもう。

　

ニヒャク

　

シンカというと イッポウコウテキにシンカすると おもったりするが、そうでないシンカ

もあるとおもう。わたしは「ギャクシンカ」というが、たとえば、ゲンダイなのに、チュ

ウセイ（レキシクブン）テキなシコウにすすんだり、ちょっとまえにでていた セイヒン

をシジョウでさがしたり。わかりやすくいうと、デンサンキを つかうわたしがタイプラ

イターを　かうというコウドウだ。わたしは、ジカンジクにそっていきているが、イッ

ポウ ジカンジクには そわずに ゲンザイからいうとふるいなにかに　トウタツしてしま

うことだ。としをとってブッキョウをやりだした というのもそうだろう。そういうのが

あるとサイキンおもう。

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ニヒャクイチ

　

「エンプ（ティ）（イーエムピー [ティワイ]）」は エイゴではラテンゴとはベツのイミを

もつが、プロテスタント（キリストキョウカイカクハ）ともカンケイするかもしれない、

エイコクのテツガクがみえる。「からっぽ」になってしまう。「からっぽ」にしてはいけ

ないと。そういうテツガクと　ドリョクが エイコクを ダイエイテイコクにみちびいた
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んだとおもう。「ひとは いしがき」といういいかたがあるがそれにちかいかもしれない。

でも テツガクだけでなく、ジッサイのショミンのドリョクが あってのタッセイだろう。

　

ニヒャクニ

　

「サパー（エスユーピーピーイーアール）」というゴも、「サプライ（エスユーピーピーエ

ルワイ）」ということばににている。もとは「ホキュウ」とかそういうイミなんだろう。

ニホンゴにも「さっぱり」ということばがある。それは、シッソにとかマンゾクとかい

うイミがある。「さっぱり」だから、「さぱーりー（エスユーピーピーイーアールエルワ

イ）」というハツオンがちかいだろう。ケントウすると、「サパー」のようにというヤク

ができる。うみをわたって、「サパー」というゴがはいってきていたとすれば、ニホンゴ

（といってよいかだけど）の「さっぱり」は、さきの「さぱーりー」のように「サパー」

のケイヨウをしているはずである。で、それが、シッソとか マンゾクとか。まぁ、うみ

をわたってきたのが ただしいとすれば、エイコクジンはそういうイッショク（あるシュ

ルイのショクジというイミがある）をめしあがられているんでしょう。うわさでは、そ

ういうはなしもきくから、ただしいのかもしない。やっぱり、このことばもテツガクを

かんじさせてくれる。

　

ニヒャクサン

　

カガクというのは、エイゴで「サイエンス（エスシーアイイーエヌシーイー）」という。

ドウギゴに、「シザース（エスシーアイエスエスオーアールエス）」がある。これははさ

みで、キョウツウするのは、「きる」とか、「きりわける」ということである。「ブンセツ」

ということばがあるが、たとえれば、「ショウユ」を、「ショウ」と「ユ」にわけてしまう

ことだ。「ショウ」と「ユ」に　わけてかんがえる。それぞれをケンキュウして、さらに

「ショ」と「ウ」、「７」と「｜」にもわけてしまうのはありうることだ。で、それについ

て ロンじたとしても、それを わかるひととわからないひとに わかれてしまうから、「カ

ガク」は ひとをわけるともいえるかもしれない。

わかるひとと わからないひとが あらそいはじめるとタイヘンだから、「ケイモウシュギ」

とか、「ガッコウキョウイク」といってカガクのセイカをひとにおしえこんでしまう。「ケ

イモウ」や「キョウイク」をうけるひとも、よりおおくの、カガクのセイカをまなびた

いとかおもったりするから、また、ショトウキョウイクはともかく、よりよいキョウイ

クを　うけたい、うけさせたいといって、たかいかねをはらう こどもやこどものおやも

いるから、ケッコウ「ケイモウ」や「キョウイク」はハンジョウする。くにや ジチタイ

がトウチのソクメンがあるから、ヒヨウを、ショトウキョウイクではフタンするが、そ

れイジョウに キョウイクを とおもうようだ。

　でも、よくかんがえれば、それは、だれかがみつけたり、かんがえたことだから、そ

のひとは それを しんじようがしんじまいが、そのひとジシンで、ハッケンするキカイ
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をうばってしまう。たかいおかねをはらってまで、そのひとの「カガク」のキカイを う

ばってしまうことはわたしには あほらしくおもえる。だから わたしは、どうしてもコウ

トウキョウイクを というのであれば、そのひとがダイジにしてないブンヤを センタク

して リシュウすることをすすめる。それならば、ダイジなブンヤは まるで シゼンのよ

うに、てつかずでオンゾンされる。ムリヤリカイハツするヒツヨウはないのだ。そうす

れば、ゴヒャクネンおくれのニュートンみたいなひとや、サンビャクネンおくれのダー

ウィンみたいなひとがでてくるカノウセイがあるし、もっといえば、ゲンダイのだれそ

れがでてくるかもしれない。わたしも どうでもいいブンヤをセンコウしてよかったとお

もっている。

　

ニヒャクヨン

　

チュウゴクのレキシなんかでは、セントウにまけはじめと、ヘイがにげちゃったりして

いたとおもう。そういうのにくらべて、サイキンのセンソウは，ヘイがにげにくいんだ

とおもう（●ナナジュウハチ、キュウジュウハチ）。むかしだったらそれで タイショウ

が ころされたりしてイッカイおわり。イッカイまけちゃうと ヘイも あつまりづらいだ

ろうからキュウリョウもあがるんだろう。しかし、またつぎのたたかいでもまけちゃう

とまたにげるだろうから、そのトウスイ、オウだったり、のところにはヘイがあつまり

にくくなり、そのトウスイが ころされて おわりとなる。

　でも なぜ にげにくくなったか。それは、くにみたいのをキョウチョウしたり、「コク

セキ」とか「パスポート」とかつくったからだ。そういうのをやめちゃえば、ヘイはに

げられるから、「わるい」センソウでなく、「よい」センソウになる。

　

ニヒャクゴ

　

ヨーロッパのひとはジュウゴセイキぐらいから、セイシン（にしにむかう）したり、セ

イナンシンしたりといわれる。ニホンジンも ジュウキュウセイキのおわりぐらいから、

ホウコウテキに、セイシンしたり、セイナンシンした。ヨーロッパではそのゴイキナイ

フンソウがおきた。また、シンシュツさきでも、セントウがあった。そういうレキシコ

ウゾウを かんがえると、カンタンには、ドウシュウセイはとれないんだとおもう。いま

でこそ ヨーロッパはまとまりがあったりするが、それまでフンソウがつづいた。ニホン

でも、センゴクがあったことだし、それはむずかしいと おもわれる。

　

ニヒャクロク

　

サイキンおもうが、「セイギ」っていうのは、「ただしいこと」ではなくて、「ながくつづ

いていること」なのだとおもう。ながくつづくリユウがあるのだろう。それは、「おおか
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たがみとめつづけた」という、ジジツ、シジツである。だから そういうものにとってか

わるというのは それなりのものでないと といえそうだ。だからわかもののウンドウを

「ガクセイウンドウ」というのだろう。ロンリテキなセイギが どれほどのものなのか。や

はり つづいているホウが、おとながかつのだろう。

　

ニヒャクシチ

　

ひとは「シッパイ」というわくぐみやソウチを ヒツヨウとするから、セイシンビョウイ

ンがなくならないのだろう。むかしのヨーロッパでは、ザンゲシツだったんだろうか。で

も そういうのは いまでもヒツヨウなんだろう。わたしも、シッパイシツをつくろうか。

　

ニヒャクハチ

　

サイキン、ごろねをしながらヤキュウをみるというのが すきになった。もっとも、ヤ

キュウはあまりテレビでホウソウしなくなったので、サッカーだったりするが。なにも

みてないと、しごとのことなどをかんがえてしまう。かといって うごきまわりたくない

ときにはぴったりだ。でも、オウギは、しごとをしながら やすむこと。

　

ニヒャクキュウ

　

「クウチュウテイエン（そらに うかぶテイエン）」など できるものか、などとおもってい

たが、できるのが わかるといろいろモンダイがでてくる。ニッショウケンとか。ま、カ

イケツはカノウとおもうが、というより、クウチュウはだれのものか、というギロンに

なる。ま、いまのところ、クウチュウのいえのケンセツヒヨウが ヒャクオクエンはかか

るとおもうので、あまりモンダイにならないが。

　

ニヒャクジュウ

　

つづいているのが「セイギ」、つづけるのが「アイ」だとすれば、「セイギ」を「アイ」す

るのがただしいのだろうか。でも、コジンの「エン」っていうのもあることだから、レキ

シのみじかいものを「アイ」したりするだろう。でも、レキシのながいものでもみじか

いものでも、「アイ」することがコウヘイだろう。ただ どうしてもアイせないとか アイ

しづらい　なにかがでてくる。いわゆる「ごみ」である。そういうのを ださないように

とかおもうが なかなかむずかしい。たまに、「ごみ」といわれるようなもの、ですら「ア

イ」するひとがいるようだが、「アイ」がふかいとは、ひとはあまりいわない。でも、「ア

イ」とはそういうことだろう。だから、イッパンテキにいう「セイギ」とか「アイ」って
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いうのは、いくぶんレッカしたものなんだろう。レッカするまえの「セイギ」や「アイ」

をロンじたり、シンポウすることを、「アイデアリズム（リソウシュギ）」、レッカしたあ

との「セイギ」や「アイ」をロンじたり、シンポウすることを「リアリズム（ゲンジツ

シュギ）」というんだろう。

　

ニヒャクジュウイチ

　

サイキン「わたしは」、ウンドウブソクである。むかしは、ただ、あるくだけのために、

そうではなかった、いいホンを　みつけるためにでもあった、ふるホンやにかよって、

トチュウでヤチョウをみたりしたが、サイキンは ホンだなからホンをへらしているぐら

いだから、すきでもなかなかホンをかうきになれず、したがって、キブンテンカンにも

いいとわかっていても、サンポをしない。もっとも、しごとがたまりすぎていてすすめ

たい というのもあるのだが ジカンをみつけてサンポするかともおもう。ツイカすると、

「アイ プレイ 、、（●ニジュウニ、ロクジュウニ）」といってしまったから、テニスをやろ

うとおもっている。

　

ニヒャクジュウニ

　

わたしは、「シホンシュギ」というのは、それぞれのオーナーが、「わるいやつ」からザイ

サンを まもるために いろいろなクフウをしていこうとするかんがえとおもっているが、

そのひとつのレイとしてき（くだものがなる）のケイタイがある。「わるいやつ」は、「は

しご」をもっていないので、「くだもの」をとれない というソウテイである。くだものは

たかいところになり、みきのしたのホウはえだがない。そういうケイタイが　おおいと

おもう（●ニジュウキュウ）。きがさきか、シホンシュギがさきかはわからない。それを

わたしは「シホンシュギのケイタイ」とよぶ。そのシホンシュギの ケイタイに ニホンの

ネンレイベツジンコウコウセイズが にている。いってみれば、ショウシコウレイカはシ

ホンシュギだからしかたない、といえる（しかしあるカンサツでは、したのホウが さか

えることもカノウなようだ。ただ、ニンゲンが あたらしい「シホンシュギ」のケイタイ

になれるヒツヨウが ありそうだが。）。つまり うえのホウがさかえているのだ。ま、わか

いひとのカンシンは、「み」がおちてくるかというところだろうか。

　

ニヒャクジュウサン

　

「わるい」ことがあると、それにとらわれて、それについてエンエンかんがえたり、カイ

ケツサクを かんがえたりで、「わるい」ことのエイキョウから ぬけられなくなったりす

る。ニジサイガイがっていうのもある。だから、そういうときは、それについてかんが

えるのをやめて、キブンテンカンをしたりする。サイキンよかったのが、おわらいのビ
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デオである。とにかくそれについてかんがえずに、わすれるようにしたり。「みずになが

す」っていうのは、まえはムセキニンだとおもったが、ジブンでコントロールできるも

のイガイは、コントロールできないわけだからそれイジョウかんがえても しょうがない

わけで、「いい」ジュンカンにもどせるようにするには いいかなとおもう。

　

ニヒャクジュウヨン

　

「しらぬがほとけ」という。なにかイリョウジョウホウばんぐみとかで　ショクハツされ

たのか、「あれは　からだによい」とか「あれは、　　、になるからだめだ」とかいった

りするひとがいる。で、「あれになったら　ああなる。」とかいいだす。それはダイタイ

あっているのだろうが、イガクだってトウケイガクをつかっているメンがあるので、か

ならずしも、そうはいえない。５パーセントや１パーセントのゴサはあるのだ。だが そ

うにもかかわらず、「あれは ああだ」とかつづける。そして その、トウケイテキジジツ

をシジするのである。そういうはなしになったときは、「ちょっとまってくれ。」といっ

てにげるようにしている。そして、そのての　テレビばんぐみにもちかづかない。「クン

シ あやうきに ちかよらず」である。

　

ニヒャクジュウゴ

　

サイキン、チュウカそばでなかなか、なるとにであわない。シナチクも　みかけないきが

するが、タンにわたしがショウユチュウカそばを たのまないからであろうか。たしかに

まえからみそチュウカそばや しおチュウカそばには、なると はのってなかったが。おい

しいのだが なかなかうまくつかえないセイヒンである。

　

ニヒャクジュウロク

　

ゆずも ニネンたって、そこそこみをつけるようになった（●ハチ、ニジュウハチ）。まだ

カンゼンに とげはなくなっていないが。まぁ、でもみをつけるようになった。よかった

とおもう。

　

ニヒャクジュウシチ

　

おととしはゆずだったが、ことしはうめだった。しらぬあいだにえらくさびしくなって

いた。ことしは みができるようクフウをしたのだが、このようでは トウブンむずかしい

とおもわれる。

ニヒャクジュウハチ
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どうもニホンのガクセイキョウイクは、「ギジュツ」より「チシキ」ジュウシなのかと。

ま、センモンガッコウにいけば「ギジュツ」がまなべるだろうが、そのまえにいくコウ

コウに「ギジュツ」テキなガッカはすくない。そういえば、チュウガッコウに「ギジュ

ツカテイカ」というカモクがあった。サイキンは、デンサンキを「つくる」ギジュツで

なく、「つかう」ギジュツをまなばせたりしているのであろう。たしかに、サービスギョ

ウ のジュウジシャがふえ、ものをつくらなくなった というのはあるがそれでも、ものは

ヒツヨウだ。だからそれをつくる「ギジュツ」はヒツヨウだ。しかし、そういう「ギジュ

ツ」をまなぶガッコウにエンがなかった。いまになって「ギジュツ」をコウジョウさせ

ようとしているが。

　

ニヒャクジュウキュウ

　

としをとると「ホシュテキになる。」とかいわれるが たしかにわたしも　ホシュテキに

なってきた。コウゾウシュギになってきた。でも、なにかを、チュウシしろとかいうよ

うなかんじでもないので、そういうことはいわないが、ちょっとはなせるだれかになら

そういうことをいってしまうかもしれない。まぁ、きらわれかねないが。

　

ニヒャクニジュウ

　

ひとはまねることを こどものうちにおぼえさせられる。もし、おぼえなかったら、イシ

ソツウはできないであろう。なぜなら、まねるノウリョクをつかって、ことばをききと

り、しっていることばとショウゴウして、そのイミをしるからである。だから よく イ

シソツウするにはことばを　まねできなくてはならない。だから ブンをよんだりエイゴ

のジショを　しらべたりする。それなら、よみあげるニカコクゴのシィディ、「すいか

ウォーター メロン」などと いろんなゴについて エンエンととくものがあればエイゴは

フトクイでなくなるとおもうがどうだろう。

　

ニヒャクニジュウイチ

　

ジンコウコウウ（あめをふらす）ギジュツというのがあるそうだ。チュウゴクでつかわ

れたようだ。もし、チュウゴクで みずブソクがシンコクになれば、そういうギジュツを

つかって あめをふらすことができるだろうから チュウゴクで あめがふって、そのゴの

かわいたくうきがニホンにやってくるようになり、あめがふりにくくなるというジタイ

もかんがえられる。まぁ、みなみからのタイフウとかがやってくるだろうから、なつば

はみずにこまらないだろうが、それイガイは、フソクギミというケネンがでてくる。み

ずのジョウズなリヨウを かんがえたいものだ。
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ニヒャクニジュウニ

　

「ジユウ」はタイセツ。でも「ヘイワ」よりタイセツかはわからない。「ヘイワ」なときは

「ジユウ」はそれほどヒツヨウなかったりするかもしれない。でも「ヘイワ」でないとな

ると、「ジユウ」でないとこわいとかがでてくる。だからキセイをして「ジユウ」でなく

せとかになるんだろうか。そうだとすると、「ジユウ」がギロンされるときは「ヘイワ」

ではないかもしれない。ジユウシュギテキにヘイワをタッセイするか、キセイをして　

ヘイワをタッセイするかという。

　

ニヒャクニジュウサン

　

わかいころは、「コウガクレキビョウ」にかかっていて、ひろくシャカイをしりたいとお

もった。でもいくつかのジクでホンをよんでいき、また、しごとにネッシンになるにつ

れ、そうはおもわなくなった。そうおもわなくなったというか、いそがしくて そんなこ

とやってられないようになった。しごとと、ガクモンテキケンキュウでは、やはり、し

ごとのホウがダイジなのである。でも、ひまがケッコウあるならやってみたいともおも

う。しかし、「ブンケンケンキュウ」では タシャのコウセキによるところが　おおきい

し、「ゲンバチョウサ」では ヒヨウとプライバシーのモンダイになる。だから、タブン、

そのてのケンキュウは、ダイガクのショクインとかケンキュウキカンにいないとできな

いんだとおもう。いってみれば、「シャカイ」についてのケンキュウをするのは かねがか

かるのである。それでも いくつかケンキュウホウホウは カクホした。しかし、みのまわ

りのことをかんがえたホウが よいとおもい（シャカイのあるブブンは、ジブンとは、カ

ンケイなかったりする）、あまり ブンケンをさがさなくなった。そういう、ガクモンテキ

なメンからはなれることによって、わたしは、むしろ「かく」ことができるようになっ

た。ま、これもひとつの「ダツチ（●ヒャクロクジュウシチ、ヒャクナナジュウイチ）」

であろう。「チシキ」からダッしたりすることである。

　

ニヒャクニジュウヨン

　

とうがらしを すにつけておいてたべるとおいしい。タンジュンな リョウリだが ふゆに

いいとおもう。わりとタイヘイヨウトウブ（いわゆるトウナンアジア）には とうがらし

をつかったしるとかがある。しかし、ニホンではあまりみないようなきがする。わたし

は すきなのだが。とうがらしをさけにいれたらどうだろうともおもう。からいセイブン

というかが　さけにテンイすれば、ふゆにおいしいさけになるようなきがする。
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ニヒャクニジュウゴ

　

　けさ、ジーディーピーをカンサツしたら、あまりうごいていなかった。ヨジごろよりも

ゴジごろのホウがうごいているとおもう（イゼンのカンサツより）。やっぱりニッチュウ

がおおいのか、いや、ヤカンのホウがコウソクにうごけるし、つまらずにうごけるから

シンヤによくジーディーピーはうごいているのではないだろうか。しかし、ショウケン

などは ニッチュウにうごくから そういうのはニッチュウだ。

　

ニヒャクニジュウロク

「ソウシツされたいくとし」みたいなことばがある。はじめそれはなんのことかとおもっ

ていたが、かんがえてみると、タンにトウシへのネツが　なくなったナンネンってこと

だとおもう。なんかシンコクなモンダイかとおもったがそんなところだろう。バクチし

なくなってよかったんじゃないのかと。でもエンだかで うかれたかもしれません。

　

ニヒャクニジュウシチ

　

「みじかい」セイギもいいが、「ながい」セイギのホウがいいだろう。「セイギ」とあせら

なくても、「セイギ」のタイキュウレースをすれば「ユウシュウな」セイギがのこるだろ

う。やっぱり「アイされる」セイギが、「よい」セイギなのではとおもう。モチロンこの

みは あるだろうが それは　まぁ ダトウなのではと。

ニヒャクニジュウハチ

　

わたしはまなんだことがあるが、「シャカイガク」はむずかしいテーマだ。なぜむずかし

いかというと、そのケンキュウタイショウがおおぜいだからだ。だから、チョウサケッカ

をもとに、なにかをカイゼンしようとすると バクダイなエネルギーをヒツヨウとする。

つまるところそういったことは、ひとりではできないのだ。でも、いきおいあるひとや

ショクギョウ シャカイガクシャは そういうことをやったりするだろうが、ただのひとり

のシャカイガクトにはむずかしい。でも、そういうことをまなんでしまっているばあい

は なかなか はなしにつきあってしまったりする。しかし、シテキはできてもほかになに

もできない。そのシテキも ジッサイのところどうだかわからない。それなら しらなくて

もいいねとなったりする。ジブンのしごとのホウがダイジだからだ。シャカイガクやっ

ていいことがなかったとはいわないが、それは チシキとかチエがえられたことで、それ

なら、やっぱりしごとをしていたホウがいいとなる。しごとをしていたホウがおもしろ

い。だから、「コウガクレキビョウ（●ニヒャクニジュウサン）」にはチュウイだ。

　

ニヒャクニジュウキュウ
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ゲンにあるものは「シゲン」という。じゃ、なかったりするものはなんというか。わた

しは、それをシゲンテキにリヨウできそうな「ない」ものを「クウゲン」とよぶ。ホンだ

ながイッパイになって、あきクウカンを つくったときに かんがえた。ガクシャとかセイ

ジカは チョシャのシュチョウを インヨウしたりしながら はなすからホンは ジュウヨウ

なシゲンで、あればあるだけいいと なりそうだが、そんなにおおきいショサイを　もて

ないわたしなんかは、それイガイのリユウもあるが、ホンをあるテイド　かたづけない

とベツのホンがおけなかったりするから、やりくりしなければならない。わたしがブン

をかくようになってからはほかのチョシャの　ホンがへりつつある。しごとカンケイの

ショルイもシュウノウしなければならないし、まぁしょうがない。ケッコウ、シゲンを

かったりしていたが、「クウゲン」がないとしごとがすすまなかったりする。

　

ニヒャクサンジュウ

　

レイチョウルイは、ニソクホコウするというが（たしかにわたしもしている）、なぜ そう

するか。チキュウがまわっているエンシンリョクが かんじられてきもちいいからかもし

れない。でも、チキュウのカイテン（ジテン）からはなれると、うずまきリョク（●ヒャ

クロクジュウサン）からはなれるわけだから、ニソクホコウしてもきもちよくないだろ

うとおもわれる。そうすると、レイチョウルイのトクチョウはなくなってしまうのだろ

うか。

　

ニヒャクサンジュウイチ

　

ドウロがあったほうがジーディーピーははやくうごける（●ニヒャクニジュウゴ）。だか

ら ニホンも やたらドウロをつくったんだろう。でも トシコッカなら はこぶキョリが み

じかいからジーディーピーも はやくジョウショウする。だから　もっともひとりあたり

ジーディーピーがたかいのはかねもちのカテイとか、よくあるフウにいえば トシコッカ

なんだろう。だからトシコッカとくらべて ひくいとか あまりきにすることはないとおも

うが。なんなら メンセキヒをくわえてサイケイサンするといい。

　

ニヒャクサンジュウニ

「キセイカンワ」とかいうそれってどういうことかというと、これまでがんばっていたキ

ギョウやコジンのとりぶんを あたらしくサンニュウする キギョウやコジンにカイホウ

することだ。わかいひと（トクに、ロウドウシャでない）にとってはおおきなキカイで

ある。まぁ、しかし シュキュウハというかとりぶんをイジしたいというキギョウやコジ

ンはいるもの。なかなかむずかしいモンダイだ。
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ニヒャクサンジュウサン

　

ニホンの「キンダイ」はシケンのセイゲンだったとおもう。コクユウキギョウをつくり、

コウリツガッコウをつくったり。ケッキョクは、グンがボウソウするまでになった。そ

して、「にげられないセンソウ（●ナナジュウハチ、キュウジュウハチ、ニヒャクヨン）」

でケッコウな かずがたおれた。もっとも コクセキカンリとかコセキがあったりするか

ら、にげにくいのだが、そういう、ボウソウがおこるかもしれない というと そういう　

コクセキ、コセキをなくしたほうがいいかもしれない。それか、「グン」が、「ダッソウ

フリー（カノウ）」にするしかない。でも、シンリャクテキなジダイだったからというエ

クスキューズをしてしまう。

　

ニヒャクサンジュウヨン

　

ゴネンほどまえ、とにかくしごとの リョウをふやそうとおもっていたことがある。しか

し、ジッサイに ふえてしまうとどんどんたまっていく。だから サイキンは しごとをふ

やさないようにしている。ケッキョクは　センタクなんだろう。むかしならキョウミを

もったようなことでも、あえてみないようにしたり。でも、ジブンがシンポしたゆえの

カダイなんかはすすめてみよう とおもったり。

　

ニヒャクサンジュウゴ

　

ストーリーという。ニホンでは、ものがたり。それにビンカンであれば、なかなかむず

かしいメンもある。なんかのなんかをすてたとか。あるセイヒンの はこにちがうセイヒ

ンがはいっている、いれたとか。むかしはあまり、ショウヒョウが つけられているもの

がすくなかったのだろうから　あまりモンダイにならなかったとおもわれるが、サイキ

ンのショウヒシャカイでは、ショウヒョウがついたものがおおい。

ホウソウなどで ごみが たまるメンが（そのセイヒンがよくないからではない）あるから

そのショブンにこまったりする。しかし、ごみやしきに　したいとはおもわない。どう

したらとなやんでいたら、サイキン、「ボーンアゲイン」をおもいだした。ニホンでも、

リンネテンセイとかいわれるようなかんがえ（ホンライテキにいわれているのとは ちが

うかもしれない）があるがそういうかんがえかたである。あのかんがえかたは ゲンダイ

のショウヒシャカイの たすけである。

　

ニヒャクサンジュウロク

　

むかしは トンカツにソースとかが せいぜいだったが、さらに なんかをのせてとかにし

てもおいしいかもしれない。トンカツジタイもこったリョウリだ。そんな、コウゾウブ
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ツのおおさにいやけがさして、そのままたべたりする。ヨウするにさしみのように、さ

しみカ である。タブン、「コウゾウブツ」がおおいほどゆたかでつくるのがむずかしいの

だろう。しかし、「さしみ」のホウがよかったりする。

ニヒャクサンジュウシチ

　

「グローバルカ」のあるイチメンは、エイゴではなす リョウイキがひろがっていくこと

なんだろうとおもう。ガイコクジンと そのくにのことば とか ニホンゴではなせばいい

かもしれないが、それは すごくてまが　かかる。そこのところエイゴではなせばツウじ

てしまう。そういうヨウリョウで、エイゴができれば、ものをかうにしても、カイガイ

からやすくかえたり、シツのいいものをてにいれられる。そういうグローバルカを　ヒ

テイしにくいものである。

　

ニヒャクサンジュウハチ

　

ジショというのはすごい。そのなかに、ブンメイがならべられているようだ。おもいだ

してみれば、ショウガクセイのときにコクゴジテンと エイワジテンをもちはじめ、いく

らかひいただろう。だから、ひらがな、カタカナ、カンジやアルファベットには なれて

いる。だから、フランスゴのジショをみても あまりあたらしいカンドウはなかったし、

ラテンゴのジショをみてもそうだった。しかし、サンスクリットゴジテンをみるとすご

いブンメイだとおもわざるをえなかった。むかし、ダイエイテイコクの　ハクブツカン

にいろんなものが あつめられたときいたが、それにちかいカンカクかもしれない。かざ

りばこにでもおさめたいとおもった。

　

ニヒャクサンジュウキュウ

　

ボウエキコウショウで、「カカクが やすくなる」というのをうりにすることがあるらし

い。しかし、ホントに やすいのかはうたがわしい。ある　ショクドウでは、のみものな

どを ジブンでとりにいくというのがあるが　あれとおなじである。つまり、「ジコセキ

ニン」とか「ジコホウシ」することのようななにかがあるからである。たしかに あるや

すうりテンはやすいが、そこにいくまでに ケッコウなヒヨウ（くるまのイジヒはやすく

ない。）がかかるからだ。それをかんがえるとゲンジョウでいいとかなったりする。ま、

「［カカク］より［アンシン］のホウがダイジだ」とでもいえばよかった（いい）のだろう。

　

ニヒャクヨンジュウ

　

「しきいがたかい」とかいう。ヨウするにはいりづらいわけだが、ガッシュウコクのひと

のいいかたをすれば、「しきい」でなく「バリアー」があるという。ガッシュウコクでは、
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コクジンのコウミンケンウンドウがあって、かつての「バリアー」をテッパイしようと

した。だから「バリアーフリー（ワセイエイゴだったら ごめんなさい）」なわけだが、ニ

ホンではトクに モンダイにされない。ただ、からだがフジユウなかた とかコウレイシャ

のために、ブブンテキに「バリアー フリー」のコウゾウブツにコウカンしたりしている。

そんな バリアーだが、そこにあまりいかないと、バリアーを かんじるようになったりす

る。ケッキョクショウヒンや ショウギョウホウシ（ユウリョウのホウシ）のセンタクの

モンダイでは というきがする。それを「バリアーフリー」というと、カイキュウをこわ

す カクメイみたいなものだ。

　

ニヒャクヨンジュウイチ

　

ニホンには たちぐいそばやがある。たったままで たべるわけだが、ガイコクでも たち

のみややリッショクの もよおしもの なんかがあるようだ。まつりのときのやたいも、た

ちぐいである。あれは タブン たってないとたべられない。すわるところなんて すくな

いから。そうすると、あるきぐいもでてくるだろうが たしかに そういうことも やって

いたりする。ただベントウなんかは あるきぐいするのはむずかしい。たこやきならいい

が、おこのみやきもむずかしい。そういうむずかしいのはあるきぐいしないのだろうと

おもう。

　

ニヒャクヨンジュウニ

　

エイヨウにきをつけないと、ついついチュウカそばなんかをたべてしまう。わたしのガ

クセイジダイもビンボウだったので、うどんとかを たのんでしまっていた。それでもは

らにたまるから よかったといえば よかった。それだけ、やすいってことはミリョクテ

キなのだ。たちぐいそば なんかもよくたべた。あと、いいみせといえば ハンバーガー

や。ゴヒャクエンでニクもたべられた。ギュウドンやもあったが、やすめないのでいか

なかったりした。それとサイキンは ハンバーガーやでもタバコがすえなくなったりする

ようになった。ちょっとザンネンである。

　

ニヒャクヨンジュウサン

　

「キカンサンギョウ」とはなにかとかんがえると、いえをつくるとか ノウチをたがやすと

かドウロをつくる、さかなをつかまえる、みずをくむ、ネンリョウをジュンビするだろ

うか。そのむっつがしっかりしていると こまらない。それにくわえてそれらのサギョウ

をケイゲンするしごととか、くるまだろうか。ジブンなんかはアンガイそういうことを

かんがえるのがおそかった。そういうギョウカイでベンリなセイヒンをつくると もうか

るんだろう。こどもに ヘンにエイゴをベンキョウしろとかいうより そういうことを か
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んがえさせたホウがいいかもしれない。

　

ニヒャクヨンジュウヨン

　

サイキンは、デンサンキとニンゲンのショウギ タイキョクをしているらしい。「らしい」

というのはジッサイに みたことがないからだ。でも かんがえてみればサンジュウネンま

えから、ガメンあそび（ビデオゲーム）でショウギをやることができた。わたしはふた

つかったが、ひとつはラクショウするようになり、もうひとつは シッパイするとまける

ようだ。デンサンキでも できるらしいから ヨユウができたらとおもっている。ユウダン

シャも まけるというから そうとうつよいのがあるんだろう。

　

ニヒャクヨンジュウゴ

　

デンサンキは チュウドクセイがあるというはなしがあった。タブン、ガメンあそびとか

デンブンコウカンとかしていて くせになるんだとおもうが。わたしもジュウネンまえく

らいにホンなどを ガメンをつかったエンカクとりひきでかうようになった。すきにケン

サクできて、カダイにあいそうなホンをさがせるから よいとおもう。わたしも ナンカイ

かの ソウサでホンがかえるからついついかってしまうことがある。しかたないので、ジ

ブンようのかいもののチュウモンガメンをつくった。それでチュウモンしても、かいも

のはすすまず、ホントウにヒツヨウかをギンミできる。そうやって ムダなシシュツをへ

らしている。

　

　

　

　

　

　かきはじめて イチネンほどで ハッピョウすることになった。そもそもハッピョウする

とはおもっていなかったが、ハッピョウするにいたった。キョネンのくれからシッピツ

をカイシし、ことしのジュウイチガツまでシッピツはつづいた。ジュウイチガツチュウ

には ダッコウをおえシュッパンするはこびとなった。はじめてのズイヒツボンがシュッ

パンできたことを カンシャしたい。

　

ニセンジュウゴネン　バンシュウ
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